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SnapCenter Plug-in for Microsoft

Exchange Serverの概念
SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの概要
SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverは、Exchangeデータベースに対応したデ 

ータ保護管理を提供する、SnapCenterソフトウェアのホスト側コンポーネントです。

Plug-in for Exchange を使用すると、 SnapCenter 環境での Exchange データ

ベースのバックアップとリストアが自動的に実行されます。

Plug-in for Exchangeをインストールすると、SnapCenterでSnapMirrorテクノロジを使用して別のボリューム

にバックアップ セットのミラー コピーを作成できるほか、SnapVaultテクノロジを使用して標準への準

拠やアーカイブを目的としたディスクツーディスクのバックアップ レプリケーションを実行できます。

Exchange データベース全体ではなくメールやメールボックスのリストアとリカバリを行う場合は、 Single

Mailbox Recovery （SMBR）ソフトウェアを使用します。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Server

の機能
Plug-in for Exchange を使用して、 Exchange Server データベースのバックアップとリ

ストアを行うことができます。

• Exchange Database Availability Group （DAG ；データベース可用性グループ）、データベース、および

レプリカセットのアクティブなインベントリを表示および管理する

• バックアップの自動化の保護設定を提供するポリシーを定義します

• ポリシーをリソース グループに割り当てます

• DAG とデータベースを個別に保護する

• プライマリとセカンダリの Exchange メールボックスデータベースをバックアップします

• プライマリバックアップとセカンダリバックアップからデータベースをリストアする

SnapCenter Plug-in for Microsoft Windowsおよび

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Server

でサポートされるストレージ タイプ

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの概念
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SnapCenterは、物理マシンと仮想マシンの両方でさまざまなストレージ タイプをサポ

ートしています。ホストに対応したパッケージをインストールする前に、ストレージ

タイプがサポートされているかどうかを確認する必要があります。

Windows Serverでは、SnapCenterによるプロビジョニングとデータ保護がサポートされます。サポートされ

ているバージョンに関する最新の情報については、富士通サポートにお問い合わせください。

マシン ストレージタイプ プロビジョニング方法 サポートメモ

物理サーバ FC接続LUN SnapCenterのグラフィカ

ル ユーザ インターフェ

イス（GUI）または

PowerShellコマンドレット

物理サーバ iSCSI接続LUN SnapCenterのGUIまたは

PowerShellコマンドレット

VMware VM FCまたはiSCSI HBAで接続

されたRDM LUN

PowerShellコマンドレッ

ト

物理的な互換性のみ



VMDKs

はサポー

トされ

ませ

ん。

VMware VM iSCSIイニシエータでゲス

ト システムに直接接続

されたiSCSI LUN

SnapCenterのGUIまたは

PowerShellコマンドレッ

ト
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マシン ストレージタイプ プロビジョニング方法 サポートメモ

Hyper-V VM 仮想ファイバチャネル

スイッチで接続された仮

想FC（vFC）LUN

SnapCenterのGUIまたは

PowerShellコマンドレッ

ト

仮想ファイバチャネル

スイッチで接続された仮

想FC（vFC）LUNのプロビ

ジョニングには、Hyper-V

Managerを使用する必要

があります。



Hyper-V

のパス

スルー

ディス

ク、お

よ

びETER

NUS

AX/HX

シリー

ズでプ

ロビジ

ョニン

グされ

たVHD

（VHDX

）での

データ

ベース

のバッ

クアッ

プはサ

ポート

されま

せん。
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マシン ストレージタイプ プロビジョニング方法 サポートメモ

Hyper-V VM iSCSIイニシエータでゲス

ト システムに直接接続

されたiSCSI LUN

SnapCenterのGUIまたは

PowerShellコマンドレッ

ト



Hyper-V

のパス

スルー

ディス

ク、お

よ

びETER

NUS

AX/HX

シリー

ズでプ

ロビジ

ョニン

グされ

たVHD

（VHDX

）での

データ

ベース

のバッ

クアッ

プはサ

ポート

されま

せん。

Exchangeプラグインに必要な最小ONTAP

権限
必要な最小ONTAP権限は、データ保護に使用するSnapCenterプラグインによって異なります。
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フルアクセスコマンド：ONTAP 9.7以降の最小限の権限が必要です。

event generate-autosupport-log

job history show

job stop

lun

lun create

lun delete

lun igroup add

lun igroup create

lun igroup delete

lun igroup rename

lun igroup show

lun mapping add-reporting-nodes

lun mapping create

lun mapping delete

lun mapping remove-reporting-nodes

lun mapping show

lun modify

lun move-in-volume

lun offline

lun online

lun persistent-reservation clear

lun resize

lun serial

lun show

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの概念
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フルアクセスコマンド：ONTAP 9.7以降の最小限の権限が必要です。

snapmirror policy add-rule

snapmirror policy modify-rule

snapmirror policy remove-rule

snapmirror policy show

snapmirror restore

snapmirror show

snapmirror show-history

snapmirror update

snapmirror update-ls-set

snapmirror list-destinations

version

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの概念
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フルアクセスコマンド：ONTAP 9.7以降の最小限の権限が必要です。

volume clone create

volume clone show

volume clone split start

volume clone split stop

volume create

volume destroy

volume file clone create

volume file show-disk-usage

volume offline

volume online

volume modify

volume qtree create

volume qtree delete

volume qtree modify

volume qtree show

volume restrict

volume show

volume snapshot create

volume snapshot delete

volume snapshot modify

volume snapshot rename

volume snapshot restore

volume snapshot restore-file

volume snapshot show

volume unmount

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの概念
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フルアクセスコマンド：ONTAP 9.7以降の最小限の権限が必要です。

vserver cifs

vserver cifs share create

vserver cifs share delete

vserver cifs shadowcopy show

vserver cifs share show

vserver cifs show

vserver export-policy

vserver export-policy create

vserver export-policy delete

vserver export-policy rule create

vserver export-policy rule show

vserver export-policy show

vserver iscsi

vserver iscsi connection show

vserver show

読み取り専用コマンド：ONTAP 9.7以降の最小限の権限が必要です。

network interface

network interface show

vserver

SnapMirrorレプリケーションとSnapVaultレプリケ

ーションのためのストレージ システムの準備
SnapCenterプラグインと一緒にONTAP SnapMirrorテクノロジを使用すると、バックアップ セットのミラー

コピーを別のボリュームに作成できます。また、ONTAP SnapVaultを使用すれば、標準への準拠やその他の

ガバナンスを目的としたディスクツーディスクのバックアップ レプリケーションを実行できます。これら

のタスクを実行する前に、ソース ボリュームとデスティネーション ボリュームの間にデータ保護関係を

設定し、その関係を初期化する必要があります。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの概念
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SnapCenterは、Snapshotコピー処理の完了後に、SnapMirrorとSnapVaultに対する更新を実行しま

す。SnapMirror更新とSnapVault更新は、SnapCenterジョブの一部として実行されるため、ONTAPスケジュー

ルを別途作成しないでください。


SnapManager製品からSnapCenterに移行した場合、データ保護関係が適切に設定されてい

れば、このセクションは省略してかまいません。

データ保護関係では、プライマリ ストレージ（ソース ボリューム）上のデータがセカンダリ ストレージ

（デスティネーション ボリューム）にレプリケートされます。この関係を初期化すると、ソース ボリュ

ームで参照されるデータ ブロックがデスティネーション ボリュームに転送されます。



SnapCenterは、 SnapMirror ボリュームと SnapVault ボリュームのカスケード関係をサポ

ートしていません（Primary > Mirror > Vault）。ファンアウト関係を使用する必要があり

ます。

SnapCenterは、バージョンに依存しないSnapMirror関係の管理をサポートしています。バージョンに依存し

ないSnapMirror関係の詳細およびその設定方法については、富士通マニュアル サイトを参照してくださ

い。

 SnapCenterでは、sync-mirror レプリケーションはサポートされていません。

Exchange Server リソースのバックアップ戦略を定

義する
バックアップ ジョブを作成する前にバックアップ戦略を定義しておくと、データベ

ースの正常なリストアやクローニングに必要なバックアップを確実に作成できます。

バックアップ戦略の大部分は、サービス レベル アグリーメント（SLA）、目標復旧

時間（RTO）、および目標復旧時点（RPO）によって決まります。

SLAは、求められるサービス レベル、およびサービスに関連する多くの問題（サービスの可用性やパフォ

ーマンスなど）への対応を定義したものです。RTOは、サービスの停止からビジネス プロセスの復旧まで

に必要となる時間です。RPOは、障害発生後に通常処理を再開するためにバックアップ ストレージからリ

カバリする必要があるファイルの経過時間に関する戦略を定義したものです。SLA、RTO、およびRPOは、

バックアップ戦略に関与します。

Exchange データベースでサポートされるバックアップのタイ

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの概念
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プ
SnapCenter を使用して Exchange メールボックスをバックアップするには、データベースやデータベース

可用性グループ（DAG）などのリソースタイプを選択する必要があります。Snapshot コピーテクノロジを

使用して、リソースが存在するボリュームのオンラインの読み取り専用コピーが作成されます。

バックアップタイプ 概要

フル / ログ バックアップ データベースおよび切り捨てられたログを含むすべ

てのトランザクションログがバックアップされま

す。

フルバックアップが完了すると、 Exchange Server

はデータベースにコミット済みのトランザクション

ログを切り捨てます。

通常はこのオプションを選択します。ただし、バッ

クアップ時間が短い場合は、フル バックアップで

トランザクション ログ バックアップを実行しない

ように選択することもできます。

フル バックアップ データベースとトランザクションログがバックアッ

プされます。

切り捨てられたトランザクションログはバックアッ

プされません。

ログ バックアップ すべてのトランザクションログがバックアップされ

ます。

データベースにコミット済みの切り捨てられたログ

はバックアップされません。フル データベース バ

ックアップに加えてトランザクション ログを頻繁

にバックアップするスケジュールを設定すると、リ

カバリ ポイントをより細かく選択できます。

データベース プラグインのバックアップ スケジュール
バックアップ頻度（スケジュール タイプ）はポリシーで指定され、バックアップ スケジュールはリソー

ス グループの設定で指定されます。バックアップの頻度またはスケジュールを決定する場合に最も重要な

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの概念

12



要因となるのは、リソースの変更率とデータの重要性です。使用頻度の高いリソースは1時間ごとにバッ

クアップする必要がありますが、ほとんど使用されないリソースは1日に1回バックアップすれば十分で

す。その他の要因としては、組織におけるリソースの重要性、サービス レベル アグリーメント（SLA）、

目標復旧時点（RPO）などがあります。

SLAは、求められるサービス レベル、およびサービスに関連する多くの問題（サービスの可用性やパフォ

ーマンスなど）への対応を定義したものです。RPOは、障害発生後に通常処理を再開するためにバックア

ップ ストレージからリカバリする必要があるファイルの経過時間に関する戦略を定義したものです。SLA

とRPOはデータ保護戦略に関わる要件です。

使用頻度の高いリソースであっても、フル バックアップは1日に1～2回で十分です。たとえば、定期的な

トランザクション ログ バックアップを実行すれば、必要なバックアップが作成されます。データベース

をバックアップする回数が多いほど、リストア時にSnapCenterが使用する必要のあるトランザクション ロ

グの数が少なくなります。これにより、リストア処理の時間を短縮できます。

バックアップ スケジュールには、次の2つの要素があります。

• バックアップ頻度

バックアップ頻度（バックアップを実行する間隔）は、ポリシー設定の一部であり、一部のプラグイ

ンではスケジュール タイプと呼ばれます。ポリシーでは、バックアップ頻度として、毎時、毎日、毎

週、または毎月を選択できます。頻度を選択しなかった場合は、オンデマンドのみのポリシーが作成

されます。ポリシーにアクセスするには、[設定]、[ポリシー] の順にクリックします。

• バックアップ スケジュール

バックアップ スケジュール（バックアップが実行される日時）は、リソース グループ設定の一部で

す。たとえば、リソース グループのポリシーで週に1回のバックアップが設定されている場合は、毎

週木曜日の午後10時にバックアップが実行されるようにスケジュールを設定できます。[リソース] > [

リソースグループ] をクリックするとリソースグループのスケジュールにアクセスできます

データベースに必要なバックアップ ジョブの数
必要なバックアップ ジョブの数を左右する要因としては、リソースのサイズ、使用中のボリュームの数、

リソースの変更率、サービス レベル アグリーメント（SLA）などがあります。

バックアップの命名規則
Snapshotコピーのデフォルトの命名規則を使用するか、カスタマイズした命名規則を使用できます。デフ

ォルトのバックアップ命名規則ではSnapshotコピー名にタイムスタンプが追加されるので、コピーが作成

されたタイミングを特定できます。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの概念
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Snapshotコピーでは、次のデフォルトの命名規則が使用されます。

resourcegroupname_hostname_timestamp

バックアップ リソース グループには、次の例のように論理的な名前を付ける必要があります。

dts1_mach1x88_03-12-2015_23.17.26

この例では、各構文要素に次の意味があります。

• dts1はリソース グループ名です。

• mach1x88はホスト名です。

• 03-12-2015_23.17.26は日付とタイムスタンプです。

あるいは、[Use custom name format for Snapshot copy]を選択して、リソースまたはリソース グループを保

護すると同時にSnapshotコピー名の形式を指定できます。たとえ

ば、customtext_resourcegroup_policy_hostnameやresourcegroup_hostnameなどの形式です。デフォルトで

は、Snapshotコピー名にタイムスタンプのサフィックスが追加されます。

バックアップ保持オプション
バックアップ コピーを保持する日数を選択するか、または保持するバックアップ コピーの数（ONTAPで

は最大255個のコピー）を指定することができます。たとえば、組織の必要に応じて、10日分のバックア

ップ コピーや130個のバックアップ コピーを保持できます。

ポリシーを作成する際に、バックアップ タイプおよびスケジュール タイプの保持オプションを指定でき

ます。

SnapMirrorレプリケーションを設定すると、デスティネーション ボリュームに保持ポリシーがミラーリン

グされます。

保持されているバックアップの保持ラベルがスケジュール タイプと一致する場合は、SnapCenterによって

そのバックアップが削除されます。リソースまたはリソース グループに対してスケジュール タイプが変

更されると、古いスケジュール タイプ ラベルのバックアップがシステムに残ることがあります。


バックアップ コピーを長期にわたって保持する場合は、SnapVaultバックアップを使用

する必要があります。

Exchange Server のソースストレージボリュームにトランザク

ションログバックアップを保持する期間
SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange  Serverでは、最新の状態へのリストア処理を実行するために、

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの概念
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トランザクション ログ バックアップが必要です。この場合、2つのフル バックアップの間の任意の時点の

状態にデ ータベースがリストアされます。

たとえば、 Plug-in for Exchange で、午前 8 時にトランザクションログとフルバックアップを作成し、午

後 5 時に別のフルおよびトランザクションログをバックアップした場合、 最新のトランザクションログ

バックアップを使用して、午前 8 時から午後 5 時までの間の任意の時点にデータベースをリストアできま

す。トランザクションログがない場合、 Plug-in for Exchange で実行できるのはポイントインタイムリスト

ア処理のみです。 Plug-in for Exchange がフルバックアップを完了した時点にデータベースをリストアす

る。

通常、最新の状態へのリストア処理が必要になるのは 1~2 日のみです。デフォルトでは、 SnapCenter は 2

日以上保持します。

Exchange データベースのリストア戦略を定義する
Exchange Serverのリストア戦略を定義しておくと、それに従ってデータベースを実行

することができます。

Exchange Server でのリストア処理のソースとなり

ます
プライマリストレージ上のバックアップコピーから Exchange Server データベースをリストアすることが

できます。

データベースはプライマリ ストレージまたはセカンダリ ストレージからリストアできます。

Exchange Server でサポートされるリストア処理の

タイプ
SnapCenterを使用して、Exchange Serverリソースに対してさまざまなタイプのリストア処理を実行できます。

• 最新の状態へのリストア

• 過去のある時点（ポイントインタイム）へのリストア

最新の状態へのリストア
最新の状態へのリストア処理（デフォルト）では、障害発生時点までデータベースがリカバリされま

す。SnapCenterでは、この処理が次の順序で実行されます。
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1. 選択したフル データベース バックアップからデータベースがリストアされます。

2. バックアップされたすべてのトランザクション・ログ、および最新のバックアップ以降に作成された

新しいログを適用します。

トランザクション ログは再生されて選択したすべてのデータベースに適用されます。

リストアの完了後に、 Exchange は新しいログチェーンを作成します。

ベストプラクティス： リストアの完了後に、新しいフルバックアップとログバックアップを実行す

ることを推奨します。

最新の状態へのリストア処理を実行するには、連続したトランザクション ログ セットが必要です。

最新の状態へのリストアを実行すると、リストアに使用したバックアップを使用できるのはポイント

インタイムリストア処理だけになります。

すべてのバックアップに最新の状態へのリストア機能を使用する必要がない場合は、バックアップ ポ

リシーを使用してシステムのトランザクション ログ バックアップ保持を設定できます。

過去のある時点（ポイントインタイム）へのリストア
ポイントインタイム リストア処理では、データベースが過去の特定の時点にリストアされます。ポイント

インタイム リストア処理は次の状況で発生します。

• バックアップ トランザクション ログの所定の時点までデータベースがリストアされた。

• データベースがリストアされ、一部のバックアップ トランザクション ログだけが適用された。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの概念
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SnapCenter Plug-in for Microsoft

Exchange Serverのインストール
SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの

インストールワークフロー
Exchangeデータベースを保護する場合は、SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange

Serverをインストールしてセットアップする必要があります。

ホストを追加してSnapCenter Plug-in for Microsoft

Exchange Serverをインストールするための前提条

件
ホストを追加してプラグイン パッケージをインストールする前に、すべての要件を

満たしておく必要があります。

• iSCSIを使用している場合は、iSCSIサービスが実行されている必要があります。

• ローカル管理者権限があり、リモート ホストに対してローカル ログインのアクセス許可があるドメ

イン ユーザが必要です。

• スタンドアロン構成およびデータベース可用性グループ構成にMicrosoft Exchange Server 2013、2016、

または2019を使用している必要があります。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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• Windowsホストにプラグインをインストールする際、組み込みでないクレデンシャルを指定する場合

や、ユーザがローカル ワークグループに属している場合は、ホストのUACを無効にする必要がありま

す。

• SnapCenterでクラスタ ノードを管理する場合は、クラスタ内のすべてのノードに対する管理者権限が

あるユーザが必要です。

• Exchange Serverの管理権限があるユーザが必要です。

• SnapManager for Microsoft Exchange ServerとSnapDrive for Windowsがすでにインストールされている場合

は、SnapCenterを使用してデータを確実に保護するために、同じExchange ServerにPlug-in for Exchange

をインストールする前にSnapDrive for Windowsが使用するVSSハードウェア プロバイダの登録を解除し

ておく必要があります。

• SnapManager for Microsoft Exchange ServerとPlug-in for Exchangeが同じサーバにインストールされてい

る場合は、SnapManager for Microsoft Exchange Serverで作成したすべてのスケジュールをWindowsスケ

ジューラで中断または削除する必要があります。

• サーバからホストを完全修飾ドメイン名（FQDN）に解決できる必要があります。解決可能にするた

めにhostsファイルを変更して短縮名とFQDNの両方をhostsファイルで指定する場合は、SnapCenter

のhostsファイルに次の形式でエントリを作成します。 <ip_address> <host_fqdn> <host_name>

• 次のポートがファイアウォールでブロックされていないことを確認してください。ブロックされてい

ないとホストの追加操作が失敗します。この問題を解決するには、ダイナミックポート範囲を設定す

る必要があります。詳細については、Microsoft のドキュメントを参照してください。

◦ Windows Server 2016 および Exchange Server 2016 のポート範囲 50000 ~ 51000

◦ Windows Server 2012 R2 および Exchange Server 2013 用のポート範囲 6000-6500

◦ Windows Server 2019 のポート範囲は 49152~65536 です



ポート範囲を特定するには、次のコマンドを実行します。

• netsh int ipv4 show dynamicport tcp

• netsh int ipv4 show dynamicport udp

• netsh int ipv6 show dynamicport tcp 

• netsh int ipv6 show dynamicport udp

SnapCenter Plug-ins Package for Windowsをインストールする

ホストの要件
SnapCenter Plug-ins Package for Windows をインストールする前に、ホストシステムのいくつかの基本的な

スペース要件とサイジング要件を確認しておく必要があります。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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項目 要件

オペレーティング システム Microsoft Windows

サポートされているバージョンに関する最新の情報

については、富士通サポートにお問い合わせくださ

い。

ホスト上のSnapCenterプラグインに必要な最小RAM 1GB

ホスト上のSnapCenterプラグインに必要なインスト

ールおよびログの最小スペース

5GB



十分なディスク スペースを割り当

てて、ログ フォルダによるスト

レージ消費を監視する必要があり

ます。必要なログ スペースは、保

護対象のエンティティの数とデー

タ保護処理の頻度によって異なり

ます。十分なディスク スペース

がない場合は、最近実行した処理

のログが作成されません。

必要なソフトウェア パッケージ • Microsoft .NET Framework 4.7.2以降

• Windows Management Framework（WMF）4.0以

降

• PowerShell 4.0以降

サポートされているバージョンに関する最新の情報

については、富士通サポートにお問い合わせくださ

い。

必要とされるExchange Serverの権限
SnapCenterでExchange ServerまたはDAGを追加し、SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverをホスト

またはDAGにインストールできるようにするには、最小限の権限とアクセス許可を持つユーザのクレデン

シャルを使用してSnapCenterを設定する必要があります。

ドメイン ユーザには、ローカル管理者権限、リモートExchangeホストに対するローカル ログイン権限、

およびDAG内のすべてのノードに対する管理権限が必要です。ドメイン ユーザに必要な最小権限は次のと

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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おりです。

• Add-MailboxDatabaseCopy

• Dismount-Database

• Get-AdServerSettings

• Get-DatabaseAvailabilityGroup

• Get-ExchangeServer

• Get-MailboxDatabase

• Get-MailboxDatabaseCopyStatus

• Get-MailboxServer

• Get-MailboxStatistics

• Get-PublicFolderDatabase

• Move-ActiveMailboxDatabase

• Move-DatabasePath -ConfigurationOnly:$true

• Mount-Database

• New-MailboxDatabase

• New-PublicFolderDatabase

• Remove-MailboxDatabase

• Remove-MailboxDatabaseCopy

• Remove-PublicFolderDatabase

• Resume-MailboxDatabaseCopy

• Set-AdServerSettings

• Set-MailboxDatabase -allowfilerestore:$true

• Set-MailboxDatabaseCopy

• Set-PublicFolderDatabase

• Suspend-MailboxDatabaseCopy

• Update-MailboxDatabaseCopy

Windows Server 2012 以降で gMSA を構成します
SnapCenter Plug-ins Package for Windows をインストールする前に、ホストシステムのいくつかの基本的な

スペース要件とサイジング要件を確認しておく必要があります。

項目 要件

オペレーティング システム Microsoft Windows

サポートされているバージョンに関する最新の情報

については、富士通サポートにお問い合わせくださ

い。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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項目 要件

ホスト上のSnapCenterプラグインに必要な最小RAM 1GB

ホスト上のSnapCenterプラグインに必要なインスト

ールおよびログの最小スペース

5GB



十分なディスク スペースを割り当

てて、ログ フォルダによるスト

レージ消費を監視する必要があり

ます。必要なログ スペースは、保

護対象のエンティティの数とデー

タ保護処理の頻度によって異なり

ます。十分なディスク スペース

がない場合は、最近実行した処理

のログが作成されません。

必要なソフトウェア パッケージ • Microsoft .NET Framework 4.7.2以降

• Windows Management Framework（WMF）4.0以

降

• PowerShell 4.0以降

サポートされているバージョンに関する最新の情報

については、富士通サポートにお問い合わせくださ

い。

Plug-in for Windowsのクレデンシャルの設定
SnapCenterは、クレデンシャルを使用してSnapCenterの処理を実行するユーザを認証

します。プラグイン パッケージのインストールに使用するクレデンシャルと、デー

タベースでのデータ保護処理に使用するクレデンシャルをそれぞれ作成する必要があ

ります。

タスク概要

Windowsホストにプラグインをインストールするには、クレデンシャルを設定する必要がありま

す。Windowsのクレデンシャルは、ホストを導入してプラグインをインストールしたあとに作成すること

も可能ですが、SVMを追加したあと、ホストの導入とプラグインのインストールを開始する前に作成する

ことを推奨します。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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このクレデンシャルには、管理者権限（リモート ホストに対する管理者権限を含む）を設定します。

個々のリソース グループのクレデンシャルを設定する場合で、ユーザ名に完全なadmin権限が割り当てら

れていない場合は、少なくともリソース グループとバックアップの権限を割り当てる必要があります。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定]をクリックします。

2. [設定]ページで、[クレデンシャル]をクリックします。

3. [New]をクリックします。

[クレデンシャル]ウィンドウが表示されます。

4. [クレデンシャル]ページで次の操作を実行します。

フィールド名 手順

クレデンシャル名 クレデンシャルの名前を入力します。

ユーザ名 認証に使用するユーザ名を入力します。

• ドメイン管理者または管理者グループの任意

のメンバードメイン管理者またはSnapCenterプ

ラグインをインストールするシステムの管理

者グループの任意のメンバーを指定します。

◦ NetBIOS\UserName

◦ Domain FQDN\UserName

• ローカル管理者（ワークグループの場合のみ ）

ワークグループに属するシステムの場合は、

SnapCenter プラグインをインストールするシ

ステムに組み込みのローカル管理者を指定し

ます。 ユーザアカウントに昇格された権限が

ある場合、またはホストシステムでユーザア

クセス制御機能が無効になっている場合は、

ローカル管理者グループに属するローカルユ

ーザアカウントを指定できます。 UserName

フィールドの有効な形式は次のとおりです。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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Username フィールドの有効な形式は次のと

おりです。

UserName



フィールド名 手順

パスワード 認証に使用するパスワードを入力します。

Authentication 認証モードとして[Windows]を選択します。

5. [OK]をクリックします。

Windows Server 2012 以降で gMSA を構成します
Windows Server 2012 以降では、管理ドメインアカウントからサービスアカウントパスワードの自動管理を

提供するグループマネージドサービスアカウント（gMSA）を作成できます。

必要なもの

• Windows Server 2012 以降のドメインコントローラが必要です。

• ドメインのメンバーである Windows Server 2012 以降のホストが必要です。

手順

1. gMSA のオブジェクトごとに固有のパスワードを生成するには、 KDS ルートキーを作成します。

2. ドメインごとに、 Windows ドメイン・コントローラから次のコマンドを実行します。Add-

KDSRootKey-EffectiveImmediately

3. gMSA を作成して構成します。

a. 次の形式でユーザグループアカウントを作成します。      

　domainName\accountName$

b. グループにコンピュータオブジェクトを追加します。

c. 作成したユーザグループを使用して gMSA を作成します。

次に例を示します。

New-ADServiceAccount -name <ServiceAccountName> -DNSHostName
<fqdn> -PrincipalsAllowedToRetrieveManagedPassword <group>
-ServicePrincipalNames <SPN1,SPN2,…>

d. Get-ADServiceAccount コマンドを実行してサービスアカウントを確認します。

4. ホストで gMSA を設定します。

a. gMSA アカウントを使用するホストで、 Windows PowerShell 用の Active Directory モジュールを有

効にします。

そのためには、 PowerShell から次のコマンドを実行します。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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PS C:\> Get-WindowsFeature AD-Domain-Services

Display Name                           Name                Install
State
------------                           ----
-------------
[ ] Active Directory Domain Services   AD-Domain-Services
Available

PS C:\> Install-WindowsFeature AD-DOMAIN-SERVICES

Success Restart Needed Exit Code      Feature Result
------- -------------- ---------      --------------
True    No             Success        {Active Directory Domain
Services, Active ...
WARNING: Windows automatic updating is not enabled. To ensure that
your newly-installed role or feature is
automatically updated, turn on Windows Update.

b. ホストを再起動します。

c. PowerShell コマンドプロンプトから次のコマンドを実行して、ホストに gMSA をインストールし

ます。Install-AdServiceAccount <gMSA>

d. 次のコマンドを実行して gMSA アカウントを確認します。Test-AdServiceAccount <gMSA>

5. ホスト上で設定されている gMSA に管理者権限を割り当てます。

6. SnapCenter サーバで設定済みの gMSA アカウントを指定して、Windows ホストを追加します。

SnapCenter サーバーは選択されたプラグインをホストにインストールし、指定された gMSA はプラグ

インのインストール時にサービスログオンアカウントとして使用されます。

ホストを追加し、Plug-in for Exchangeをインスト

ールします
SnapCenterの[ホストを追加]ページを使用して、Windowsホストを追加できま

す。Plug-in for Exchangeは、指定したホストに自動的にインストールされます。これ

は推奨されるプラグインのインストール方法です。ホストの追加とプラグインのイン

ストールは、ホストごとまたはクラスタごとに実行できます。

必要なもの

• この処理は、SnapCenter Adminなど、プラグインのインストールとアンインストールの権限のあるロ

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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ールが割り当てられているユーザが実行する必要があります。

• Windowsホストにプラグインをインストールする際、組み込みでないクレデンシャルを指定する場合

や、ユーザがローカル ワークグループに属している場合は、ホストのUACを無効にする必要がありま

す。

• メッセージ キュー サービスが実行されている必要があります。

• Group Managed Service Account（gMSA；グループ管理サービスアカウント）を使用している場合は、管

理者権限を持つgMSAを設定する必要があります。Windows Server 2012 以降で gMSA を構成します

タスク概要

• SnapCenter Serverをプラグイン ホストとして別のSnapCenter Serverに追加することはできません。

• ホストの追加とプラグイン パッケージのインストールは、ホストごとまたはクラスタごとに実行で

きます。

• ExchangeノードがDAGの一部である場合、SnapCenter サーバに追加できるノードは1つだけです。

• クラスタ（Exchange DAG）にプラグインをインストールする場合は、LUN上にデータベースのない

ノードがあったとしても、クラスタのすべてのノードにプラグインがインストールされます。

SnapCenter 4.6以降では、SCEはマルチテナンシーをサポートしており、次の方法を使用してホストを追加

できます。

ホスト追加処理 4.5以前 4.6以降

IPなしのDAGをクロスドメインま

たは別のドメインに追加

サポート対象外 サポート

同じドメインまたはクロスドメイ

ンにそれぞれ固有の名前を持つ複

数のIP DAGを追加します

サポート サポート

クロスドメインに、ホスト名とDB

名が同じIP DAGまたはIPレスDAGを

複数追加する

サポート対象外 サポート

同じ名前でクロスドメインに属す

るIP/IPを行わないDAGを複数追加

します

サポート対象外 サポート

同じ名前とクロスドメインを持つ

複数のスタンドアロンホストを追

加します

サポート対象外 サポート

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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Plug-in for ExchangeはWindows用SnapCenter プラグインパッケージによって異なり、バージョンも同じであ

る必要があります。Plug-in for Exchangeのインストール時に、デフォルトでSnapCenter Plug-ins Package for

Windowsが選択され、VSS Hardware Providerとともにインストールされます。

SnapManager for Microsoft Exchange ServerとSnapDrive for Windowsがすでにインストールされてい

るExchange ServerにPlug-in for Exchangeをインストールする場合は、SnapDrive for Windowsで使用されてい

るVSSハードウェア プロバイダはPlug-in for ExchangeおよびとともにインストールされるVSSハードウェア

プロバイダと互換性がないため、登録を解除する必要があります。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[Hosts]をクリックします。

2. 上部の[管理対象ホスト]が選択されていることを確認します。

3. [追加] をクリックします。

4. [ホスト]ページで次の操作を実行します。

フィールド名 手順

Host Type ホスト タイプとして[Windows]を選択します。

SnapCenter Serverがホストを追加し、Plug-in for WindowsとPlug-in for

Exchangeをホストにインストールします（プラグインがまだインスト

ールされていない場合）。

Plug-in for WindowsとPlug-in for Exchangeのバージョンは同じである必

要があります。異なるバージョンのPlug-in for Windowsが以前にインス

トールされていた場合は、SnapCenterのインストール時にバージョン

が更新されます。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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フィールド名 手順

ホスト名 ホストの完全修飾ドメイン名（FQDN）またはIPアドレスを入力しま

す。

SnapCenterが機能するためには、DNSが適切に設定されている必要があ

ります。したがって、ベストプラクティスはFQDNを入力することで

す。

信頼されないドメイン ホストのIPアドレスがサポートされるのは、そ

のIPアドレスがFQDNに解決される場合のみです。

SnapCenterを使用してホストを追加する際、ホストがサブドメインの

一部である場合は、FQDNを指定する必要があります。

次のいずれかのIPアドレスまたはFQDNを入力できます。

• スタンドアロン ホスト

• Exchange DAG

Exchange DAGの場合、次の操作を実行できます。

◦ DAG名、DAGのIPアドレス、ノード名、またはノードのIPアドレ

スを指定してDAGを追加します。

◦ いずれかのDAGクラスタ ノードのIPアドレスまたはFQDNを指

定して、IPのないDAGクラスタを追加することもできます。

◦ 同じドメインまたは別のドメインに属するIPなしのDAGを追加

します。同じ名前でドメインが異なる複数のIP/IPが少ないDAG

を追加することもできます。



スタンドアロンホストまたはExchange DAG（クロス

ドメインまたは同じドメイン）の場合は、ホストま

たはDAGのFQDNまたはIPアドレスを指定することを

推奨します。
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フィールド名 手順

クレデンシャル 作成したクレデンシャルの名前を選択するか、新しいクレデンシャル

を作成します。

このクレデンシャルには、リモート ホストに対する管理者権限が必要

です。詳細については、クレデンシャルの作成に関する情報を参照し

てください。

指定したクレデンシャル名にカーソルを合わせると、クレデンシャル

の詳細を確認できます。


クレデンシャルの認証モードは、ホスト追加ウィザ

ードで指定するホスト タイプによって決まります。

5. [インストールするプラグインを選択]セクションで、インストールするプラグインを選択します。

Plug-in for Exchangeを選択すると、SnapCenter Plug-in for Microsoft SQL Serverの選択が自動的に解除され

ます。Microsoftでは、Exchangeで必要とされるメモリ使用量やその他のリソース使用量を考慮し

て、SQL ServerとExchange Serverを同じシステムにインストールしないことを推奨しています。

6. （オプション）[その他のオプション]をクリックします。

フィールド名 手順

ポート デフォルトのポート番号をそのまま使用するか、

ポート番号を指定します。

デフォルトのポート番号は8145です。SnapCenter

Serverがカスタム ポートにインストールされてい

る場合は、そのポート番号がデフォルト ポート

として表示されます。



プラグインを手動でインストー

ルしてカスタム ポートを指定

した場合は、同じポートを指定

する必要があります。そうしな

いと、処理が失敗します。
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フィールド名 手順

インストール パス デフォルトのパスは C:\Program

Files\Fujitsu\SnapCenter です。

必要に応じて変更できます。

DAG 内のすべてのホストを追加 DAGを追加する場合は、このチェック ボックスを

オンにします。

インストール前チェックをスキップ プラグインを手動でインストール済みで、プラグ

インをインストールするための要件をホストが満

たしているかどうかを検証しない場合は、このチ

ェック ボックスをオンにします。

グループ管理サービスアカウント（gMSA）を使

用してプラグイン サービスを実行

グループ管理サービスアカウント（gMSA）を使

用してプラグインサービスを実行する場合は、

このチェックボックスをオンにします。

gMSA名を domainName\accountName$ の形式で指

定します。



gMSAは、SnapCenter Plug-in for

Windowsサービスのログオンサ

ービスアカウントとしてのみ使

用されます。

7. [Submit]をクリックします。

Skipケーブルの事前確認チェックボックスを選択しなかった場合は、プラグインのインストール要件を

満たすかどうかをホストが検証されます。 最小要件を満たしていない場合は、対応するエラーまたは

警告メッセージが表示されます。

エラーがディスク スペースまたはRAMに関連している場合は、C:\Program Files\Fujitsu

\SnapCenter WebAppにあるweb.configファイルを更新してデフォルト値を変更できます。エラーが

他のパラメータに関連している場合は、問題を修正する必要があります。


HAのセットアップでweb.configファイルを更新する場合は、両方のノードでファイ

ルを更新する必要があります。

8. インストールの進捗状況を監視します。
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PowerShellコマンドレットを使用したSnapCenter

ServerホストからのPlug-in for Exchangeのインス

トール
Plug-in for ExchangeはSnapCenter GUIからインストールする必要があります。GUIを

使用しない場合は、SnapCenter Serverホストまたはリモート ホストでPowerShellコマ

ンドレットを使用できます。

必要なもの

• SnapCenter Serverがインストールおよび設定されている必要があります。

• ホストのローカル管理者または管理権限を持つユーザである必要があります。

• この処理は、SnapCenter Adminなど、プラグインのインストールとアンインストールの権限のあるロ

ールが割り当てられているユーザが実行する必要があります。

• Plug-in for Exchangeをインストールする前に、インストール要件とサポートされる構成のタイプを確認

しておく必要があります。

• Plug-in for ExchangeをインストールするホストとしてWindowsホストを使用する必要があります。

手順

1. SnapCenter Serverホストで、Open-SmConnection コマンドレットを使用してセッションを確立し、クレ

デンシャルを入力します。

2. Add-SmHostコマンドレットと必要なパラメータを使用して、Plug-in for Exchangeをインストールす

るホストを追加します。

コマンドレットで使用できるパラメータとその説明は、Get-Help command_name を実行して確認でき

ます。

ホストとしてスタンドアロン ホストまたはDAGを指定できます。DAGを指定する場合は、-IsDAGパラメ

ータを使用する必要があります。

3. Install-SmHostPackageコマンドレットと必要なパラメータを使用して、Plug-in for Exchangeをインス

トールします。

このコマンドを実行すると、指定したホストにPlug-in for Exchangeがインストールされて、そのプ

ラグインがSnapCenterに登録されます。

コマンドラインからのSnapCenter Plug-in for
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Exchangeのサイレント インストール
Plug-in for ExchangeはSnapCenterユーザ インターフェイス内からインストールする必

要があります。ただし、何らかの理由でインストールできない場合は、Windowsのコ

マンドラインから、Plug-in for Exchangeのインストール プログラムをサイレント モ

ードで自動的に実行できます。

必要なもの

• Microsoft Exchange Serverリソースをバックアップしておく必要があります。

• SnapCenterプラグイン パッケージをインストールしておく必要があります。

• インストール前に、以前のリリースのSnapCenter Plug-in for Microsoft SQL Serverを削除する必要があり

ます。

手順

1. プラグイン ホストに C:\temp が存在するかどうか、およびログインしているユーザにそのフォル

ダへのフル アクセス権があるかどうかを確認します。

2. C ： \ProgramData\Fujitsu\SnapCenter\Package Repository から SnapCenter Plug-in for Microsoft

Windows をダウンロードします。

このパスには、SnapCenter Serverがインストールされているホストからアクセスできます。

3. プラグインをインストールするホストにインストール ファイルをコピーします。

4. ローカル ホストのWindowsコマンド プロンプトで、プラグインのインストール ファイルを保存

したディレクトリに移動します。

5. 次のコマンドを入力して、変数をデータで置き換えます。

snapcenter_windows_host_plugin.exe"/silent /debuglog"<Debug_Log_Path>" /log"<Log_Path>"

BI_SNAPCENTER_PORT=<Num> SUITE_INSTALLDIR="<Install_Directory_Path>"

BI_SERVICEACCOUNT=<domain\administrator> BI_SERVICEPWD=<password>

ISFeatureInstall=HPPW,SCW,SCE

次に例を示します。

C:\ProgramData\Fujitsu\SnapCenter\Package Repository\snapcenter_windows_host_plugin.exe"/silent

/debuglog"C:\HPPW_SCSQL_Install.log" /log"C:\temp" BI_SNAPCENTER_PORT=8145

SUITE_INSTALLDIR="C:\Program Files\Fujitsu\SnapCenter"

BI_SERVICEACCOUNT=domain\administrator BI_SERVICEPWD=password

ISFeatureInstall=HPPW,SCW,SCE
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Plug-in for Exchangeのインストール時に渡されるすべてのパラメータでは、大文

字と小文字が区別されます。

a.  /log"C:\temp" BI_SNAPCENTER_PORT=8145

BI_SERVICEACCOUNT=demo\administrator

/silent /debuglog"C:\Installdebug.log" 
SUITE_INSTALLDIR="C:\Program Files" 
BI_SERVICEPWD=Fujitsu1! ISFeatureInstall=HPPW,SCW

変数には次の値を入力します。

変数 値

/debuglog"<Debug_Log_Path> インストーラのログ ファイルの名前と場所を

次のように指定します。

setup.exe /debuglog "C:\PathToLog\setupexe.log

BI _ SNAPCENTER_PORT SnapCenterがSMCoreと通信するポートを指定

します。

SUITE_INSTALLDIR ホストのプラグイン パッケージのインストー

ル ディレクトリを指定します。

BI_SERVICEACCOUNT SnapCenter Plug-in for Microsoft WindowsのWeb

サービス アカウントを指定します。

BI_SERVVICEPWD SnapCenter Plug-in for Microsoft WindowsのWeb

サービス アカウントのパスワードを指定しま

す。

ISFeatureInstall SnapCenterでリモート ホストに導入するソリ

ューションを指定します。

6. Windows タスクスケジューラ 、メインインストールログファイル C:\Installdebug.log、および

C:\Temp 内の追加インストールファイルを監視します。

7. %temp% ディレクトリを監視して、msiexe.exe インストーラがエラーなくソフトウェアをインス

トールしているかどうかを確認します。



Plug-in for Exchangeをインストールすると、SnapCenter Serverではなくホストに

プラグインが登録されます。SnapCenter GUIまたはPowerShellコマンドレットを使

用してホストを追加することにより、SnapCenter Serverにプラグインを登録でき

ます。ホストを追加すると、プラグインが自動的に検出されます。
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SnapCenterプラグイン パッケージのインストール

ステータスの監視
[Jobs]ぺージを使用して、SnapCenterプラグイン パッケージのインストールの進捗状況を監視できます。

インストールの進捗状況をチェックして、インストールが完了するタイミングや問題が発生していないか

どうかを確認できます。

タスク概要

[Jobs]ページでは、次のアイコンで処理の状態が示されます。

•
 実行中

• 完了

• 失敗

•
警告が表示されたか、警告が原因で起動できませんでした。

• 検証

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[Monitor]をクリックします。

2. [Monitor]ページで、[Jobs]をクリックします。

3. [Jobs]ページで次の手順を実行し、プラグインのインストール処理のみが表示されるようにリストをフ

ィルタリングします。

a. [Filter]をクリックします。

b. オプション：開始日と終了日を指定します。

c. [Type]ドロップダウン メニューから[Plug-in installation]を選択します。

d. [Status]ドロップダウン メニューから、インストールのステータスを選択します。

e. [適用]をクリックします。

4. インストール ジョブを選択し、[Details]をクリックしてジョブの詳細を表示します。

5. [Job Details]ページで、[View logs]をクリックします。

CA 証明書を設定します

CA 証明書 CSR ファイルを生成します
証明書署名要求（CSR）を生成し、生成された CSR を使用して認証局（CA）から取得できる証明書をイン

ポートできます。証明書には秘密鍵が関連付けられます。

CSR はエンコードされたテキストブロックであり、認証された証明書ベンダーに提供されて署名済み CA
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証明書を取得します。



ドメイン（*.domain.company.com）またはシステム（machine1.domain.company.com）の

CA 証明書を所有している場合は、CA 証明書 CSR ファイルの生成を省略できます。

SnapCenter を使用して既存の CA 証明書を導入できます。

クラスタ構成の場合は、クラスタ名（仮想クラスタ FQDN）とそれぞれのホスト名を CA 証明書に記載する

必要があります。証明書を更新するには、証明書を取得する前に Subject Alternative Name （SAN）フィー

ルドに値を入力します。ワイルドカード証明書（*.domain.company.com）の場合、証明書にはドメインの

すべてのホスト名が暗黙的に含まれます。

CA 証明書のインポート
Microsoft の管理コンソール（MMC）を使用して、 SnapCenter サーバと Windows ホストプラグインに CA

証明書をインポートする必要があります。

手順

1. Microsoft 管理コンソール (MMC) に移動し、[ファイル] > [スナップインの追加と削除] の順にクリッ

クします。

2. [スナップインの追加と削除]ウィンドウで、[証明書]を選択し、[追加]をクリックします。

3. [証明書スナップイン]ウィンドウで、[コンピュータ アカウント]オプションを選択し、[完了]をク

リックします。

4. [コンソールルート] > [証明書–ローカルコンピュータ] > [信頼されたルート証明機関] > [証明書] の順

にクリックします。

5. 「信頼されたルート証明機関」フォルダを右クリックし、[すべてのタスク] > [インポート] を選択し

てインポートウィザードを開始します。

6. 次の手順でウィザードを実行します。

ウィザードウィンドウ 次の手順を実行します …

秘密鍵をインポートします [はい]を選択し、秘密鍵をインポートしてから、[

次へ]をクリックします。

インポートファイル形式 変更せずに、[次へ]をクリックします。

セキュリティ エクスポートされた証明書に使用する新しいパス

ワードを指定し、[次へ]をクリックします。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール

34



ウィザードウィンドウ 次の手順を実行します …

証明書のインポート ウィザードの完了 概要を確認し、[完了]をクリックしてインポート

を開始します。


証明書のインポートは秘密鍵にバンドルする必要があります（サポートされている

形式は次のとおりです。*.pfx、*.p12 、*.p7b）。

7. 「Personal」フォルダについて、手順 5 を繰り返します。

CA 証明書のサムプリントを取得します
証明書のサムプリントは、証明書を識別する 16 進数の文字列です。サムプリントは、サムプリントアル

ゴリズムを使用して証明書の内容から計算されます。

手順

1. GUI で次の手順を実行します。

a. 証明書をダブルクリックします。

b. [証明書] ダイアログボックスで、[詳細] タブをクリックします。

c. フィールドのリストをスクロールして、[サムプリント] をクリックします。

d. ボックスから 16 進文字をコピーします。

e. 16 進数の間のスペースを削除します。

たとえば、サムプリントが「a9 09 50 2d d8 2a e4 14 33 e6 f8 38 86 b0 0d 42 77 a3 2a 7b」の場

合、スペースを取り外したあと「a909502dd82ae41433e6f83886b00d4277a32a7b」です。

2. PowerShell で次の手順を実行します。

a. 次のコマンドを実行して、インストールされている証明書のサムプリントを一覧表示し、最近イ

ンストールされた証明書を件名で識別します。

Get-ChildItem -Path Cert:\LocalMachine\My

b. サムプリントをコピーします。

Windows ホストプラグインサービスを使用して CA 証明書を

設定する
CA 証明書に Windows ホストプラグインサービスを設定して、インストールされたデジタル証明書をアク

ティブ化する必要があります。

SnapCenter サーバおよび CA 証明書がすでに導入されているすべてのプラグインホストで、次の手順を実
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行します。

手順

1. 次のコマンドを実行して、 SMCore のデフォルトポート 8145 にバインドされている既存の証明書を

削除します。

> netsh http delete sslcert ipport=0.0.0.0:_<SMCore Port>

次に例を示します。

>netsh http delete sslcert ipport=0.0.0.0:8145

2. 次のコマンドを実行して、新しくインストールした証明書を Windows ホストプラグインサービスに

バインドします。

> $cert = “<certificate thumbprint>”

> $guid = [guid]::NewGuid().ToString("B")

> netsh http add sslcert ipport=0.0.0.0: <SMCore Port> certhash=$cert
appid="$guid"

次に例を示します。

> $cert = “a909502dd82ae41433e6f83886b00d4277a32a7b”
> $guid = [guid]::NewGuid().ToString("B")
> netsh http add sslcert ipport=0.0.0.0:8145 certhash=$cert
appid="$guid"

プラグインの CA 証明書を有効にします
CA 証明書を設定し、 SnapCenter サーバと対応するプラグインホストに CA 証明書を導入する必要があり

ます。 プラグインの CA 証明書検証を有効にする必要があります。

必要なもの

• CA 証明書を有効または無効にするには、run Set-SmCertificateSettings コマンドレットを使

用します。

• Get-SmCertificateSettings を使用して、プラグインの証明書ステータスを表示できます。

コマンドレットで使用できるパラメータとその説明は、Get-Help command_name を実行して確認できま

す。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[Hosts]をクリックします。

2. [Hosts]ページで、[Managed Hosts]をクリックします。
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3. 1 つまたは複数のプラグインホストを選択します。

4. [その他のオプション]をクリックします。

5. [証明書の検証を有効にする] を選択します。

終了後の操作

管理対象ホストタブのホストには南京錠が表示され、 SnapCenter サーバとプラグインホストの間の接続の

ステ ータスが南京錠の色で示されます。

• CA 証明書が有効になっておらず、プラグインホストにも割り当てられていないことを示します。

• CA 証明書が正常に検証されたことを示します。

• CA 証明書を検証できなかったことを示します。

• 接続情報を取得できなかったことを示します。

 ステータスが黄色または緑のときは、データ保護処理が正常に完了しています。

SnapManager 7.x for ExchangeとSnapCenterの共存

の設定
SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange ServerとSnapManager for Microsoft Exchange

Serverを共存させるには、SnapManager for Microsoft Exchange Serverがインストールさ

れているのと同じExchange ServerにSnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverをイ

ンストールし、SnapManager for Exchangeのスケジュールを無効にして、SnapCenter

Plug-in for Microsoft Exchange Serverで新しいスケジュールとバックアップを設定する

必要があります。

必要なもの

• SnapManager for Microsoft Exchange ServerとSnapDrive for Windowsがすでにインストールされてい

て、SnapManager for Microsoft Exchange Serverのバックアップがシステムのディレクトリに保存されて

いる必要があります。

• SnapManager for Microsoft Exchange Serverで作成した不要なバックアップを削除または再利用しておく

必要があります。

• SnapManager for Microsoft Exchange Server で作成されたすべてのスケジュールを、 Windows スケジュ

ーラから一時停止または削除しておく必要があります。

• SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange ServerとSnapManager for Microsoft Exchange Serverは同

じExchange Serverに共存させることができますが、既存のSnapManager for Microsoft Exchange Server環
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境をSnapCenterにアップグレードすることはできません。

SnapCenterにはアップグレード オプションが用意されていません。

• SnapCenterでは、SnapManager for Microsoft Exchange ServerのバックアップからのExchangeデータベー

スのリストアがサポートされていません。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール後にSnapManager for Microsoft Exchange

Serverをアンインストールせずに、SnapManager for Microsoft Exchange Serverのバックアップをあとから

リストアする場合は、追加の手順を実行する必要があります。

手順

1. すべてのDAGノードでPowerShellを使用して、SnapDrive for Windows VSSハードウェア プロバイダが登

録されているかどうかを確認します。vssadmin list providers

C:\Program Files\Fujitsu\SnapDrive>vssadmin list providers
vssadmin 1.1 - Volume Shadow Copy Service administrative command-line
tool
(C) Copyright 2001-2013 Microsoft Corp.

Provider name: 'Data ONTAP VSS Hardware Provider'
   Provider type: Hardware
   Provider Id: {ddd3d232-a96f-4ac5-8f7b-250fd91fd102}
   Version: 7. 1. 4. 6845

2. SnapDrive ディレクトリから、 SnapDrive for Windows から VSS ハードウェアプロバイダの登録を解除

します 。 navssprv.exe -r service – u

3. VSS ハードウェアプロバイダが削除されたことを確認します 。 vssadmin list providers

4. ExchangeホストをSnapCenterに追加して、SnapCenter Plug-in for Microsoft WindowsとSnapCenter Plug-in

for Microsoft Exchange Serverをインストールします。

5. すべてのDAGノードのSnapCenter Plug-in for Microsoft Windowsディレクトリで、VSSハードウェア プ

ロバイダが登録されていることを確認します。vssadmin list providers

[PS] C:\Windows\system32>vssadmin list providers
vssadmin 1.1 - Volume Shadow Copy Service administrative command-line
tool
(C) Copyright 2001-2013 Microsoft Corp.

Provider name: 'Data ONTAP VSS Hardware Provider'
   Provider type: Hardware
   Provider Id: {31fca584-72be-45b6-9419-53a3277301d1}
   Version: 7. 0. 0. 5561

6. SnapManager for Microsoft Exchange Serverのバックアップ スケジュールを停止します。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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7. SnapCenter GUIを使用して、オンデマンド バックアップの作成、スケジュール済みバックアップの設

定、保持設定の指定を行います。

8. SnapManager for Microsoft Exchange Serverをアンインストールします。

SnapManager for Microsoft Exchange Serverをすぐにアンインストールせずに、SnapManager for Microsoft

Exchange Serverのバックアップをあとからリストアする場合は、次の手順を実行します。

a. すべてのDAGノードからSnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverの登録を解除しま

す。navssprv.exe -r service -u

C:\Program Files\Fujitsu\SnapCenter\SnapCenter Plug-in for
Microsoft Windows>navssprv.exe -r service -u

b. C:\Program Files\Fujitsu\SnapDrive\ directoryから、すべてのDAGノードでSnapDrive for Windowsを登録

します。

navssprv.exe -r service -a hostname\\username -p password

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverのインストール
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SnapCenter Plug-in for VMware vSphere

のインストール
データベースが仮想マシン（VM）に格納されている場合や、VMとデータストアを保

護する場合は、SnapCenter Plug-in for VMware vSphere仮想アプライアンスを導入する

必要があります。

導入の詳細については、SnapCenter Plug-in for VMware vSphere 4.7 スタート ガイドを参照してください。

CRLファイルを設定します
SnapCenter Plug-in for VMware vSphereは、事前に設定されたディレクトリ内のCRLファイルを検索し

ます。VMware vSphere用SnapCenter プラグインのCRLファイルのデフォルトディレクトリは、/opt/NetApp/

config/CRLです。

このディレクトリに複数のCRLファイルを配置できます。着信証明書は各CRLに対して検証されます。

SnapCenter Plug-in for VMware vSphereの導入
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データ保護の準備
バックアップ、クローニング、リストアなどのデータ保護処理を実行する場合は、事前に戦略を定義し、

環境をセットアップする必要があります。SnapMirrorテクノロジとSnapVaultテクノロジを使用できるよう

にSnapCenter Serverをセットアップすることもできます。

SnapVaultテクノロジとSnapMirrorテクノロジを利用するには、ストレージ デバイス上のソース ボリュー

ムとデスティネーション ボリュームの間にデータ保護関係を設定し、初期化する必要があります。この

作業を実行するには、ONTAP System Managerを使用するか、ストレージ コンソールのコマンドラインを

使用します。

SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Server

を使用するための前提条件
ユーザがPlug-in for Oracle Databaseを使用するためには、SnapCenter管理者が事前にSnapCenter Serverをイ

ンストールして設定し、前提条件となるタスクを実行する必要があります。

• SnapCenter Serverをインストールして設定します。

• SnapCenterにログインします。

• ストレージシステム接続を追加または割り当て、クレデンシャルを作成して、 SnapCenter 環境を設

定します。



SnapCenterでは、別々のクラスタに属している場合でも、複数のSVMに同じ名前を付

けることはサポートされません。SnapCenterでサポートするSVMには、すべて一意の

名前を付ける必要があります。

• ホストを追加し、 SnapCenter Plug-in for Microsoft Windows と SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange

Server をインストールし、それらのリソースを検出（更新）します。

• SnapCenter Plug-in for Microsoft Windowsを使用して、ホスト側のストレージをプロビジョニングしま

す。

• VMware RDM LUN に存在する Exchange データベースを SnapCenter Server で保護する場合は、

SnapCenter Plug-in for VMware vSphere を導入し、 SnapCenter に登録する必要があります。詳細につい

ては、SnapCenter Plug-in for VMware vSphereのドキュメントを参照してください。

 VMDKsはサポートされません。

• Microsoft Exchange ツールを使用して、既存の Microsoft Exchange Server データベースをローカルディ

スクからサポートされているストレージに移動します。

データ保護の準備
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• バックアップ レプリケーションが必要である場合は、SnapMirror関係とSnapVault関係をセットアップ

します。

SnapCenter 4.3.xの場合、SnapCenter Plug-in for VMware vSphere 4.3のマニュアルに、Linuxベースの

SnapCenter Plug-in for VMware vSphere仮想アプライアンス（オープン仮想アプライアンス形式）を使用し

た仮想データベースとファイルシステムの保護に関する情報が記載されています。

SnapCenter ソフトウェア4.7 Microsoft SQL Serverデータベースの保護

Exchange Serverの保護におけるソース、リソー

ス グル ープ、ポリシーの使用方法
SnapCenterを使用する前に、実行するバックアップ、クローニング、リストアの各処理に関連する基本的

な概念を理解しておくと役立ちます。ここでは、これらの処理で扱うリソース、リソース グループ、およ

びポリシーについて説明します。

• リソースとは、通常は SnapCenter でバックアップするメールボックスデータベースまたは Microsoft

Exchange データベース可用性グループ（DAG）のことです。

• SnapCenter リソースグループは、ホストまたは Exchange DAG のリソースの集まりで、リソースグル

ープには DAG 全体または個別データベースのいずれかを含めることができます。

リソース グループに対して処理を実行すると、リソース グループに指定したスケジュールに従っ

て、リソース グループに定義されているリソースに対して処理が実行されます。

単一のリソースまたはリソース グループをオンデマンドでバックアップすることができます。また、

スケジュールされたバックアップを単一リソースおよびリソース グループに対して実行することもで

きます。

リソース グループは、以前はデータセットと呼ばれていました。

• ポリシーは、バックアップ頻度、コピーの保持、レプリケーション、スクリプトといった、データ保

護処理の特性を指定するものです。

リソース グループを作成するときに、そのグループに対して1つ以上のポリシーを選択します。単一

のリソースに対してオンデマンドでバックアップを実行する場合は、ポリシーを 1 つ以上選択するこ

ともできます。

リソース グループでは、保護する対象と保護するタイミング（日時）を定義できます。ポリシーでは、保

護する方法を定義できます。たとえば、すべてのデータベースをバックアップする場合は、ホストのすべ

てのデータベースを含むリソース グループを作成します。このリソース グループに、日単位ポリシーと

データ保護の準備
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時間単位ポリシーの2つのポリシーを適用します。リソース グループを作成してポリシーを適用する

際に、フル バックアップを1日1回実行するようにリソース グループを設定し、別のスケジュールでログ

バックアップを1時間おきに実行するように設定します。次の図は、データベースのリソース、リソース

グループ、ポリシーの関係を示しています。

データ保護の準備
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Exchange リソースのバックアップ
バックアップのワークフロー
SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverをインストールした環境では、SnapCenter

を使用してExchange Serverリソースをバックアップすることができます。

スケジュールを設定して、複数のサーバで同時に複数のバックアップを実行することができます。同じリ

ソースに対してバックアップ処理とリストア処理を同時に実行することはできません。同じボリューム上

のアクティブおよびパッシブバックアップコピーはサポートされません。

次のワークフローは、バックアップ処理の実行順序を示しています。

Exchange データベースおよびバックアップの検証
SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Server ではバックアップの検証は実行されま

せんが、 Exchange の Eseutil ツールを使用して Exchange データベースとバックアッ

プを検証することができます。

Microsoft Exchange Eseutil ツールは、 Exchange サーバに組み込まれているコマンド・ライン・ユーティリ

Exchange リソースをバックアップする
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ティです。このユーティリティを使用すると、 Exchange データベースおよびバックアップの整合性チェッ

クを実行して整合性を検証できます。

ベストプラクティス： 少なくとも 2 つのレプリカを含む Database Availability Group （DAG ；データベ

ース可用性グループ）設定に含まれているデータベースについて、整合性チェックを実行する必要はあり

ません。

追加情報については、Microsoft Exchange Serverのマニュアルを参照してください。

Exchangeリソースをバックアップに使用できる

かどうかの確認
リソースとは、インストールしたプラグインで管理されるデータベースなどの

Exchangeデータベース可用性グループのことです。リソースをリソース グループに

追加することでデータ保護ジ ョブを実行できますが、その前に使用可能なリソース

を特定しておく必要があります。使用可能なリソースを確認することで、プラグイン

のインストールが正常に完了したことの確認にもなります。

必要なもの

• SnapCenter サーバのインストール、ホストの追加、ストレージシステム接続の作成、クレデンシャル

の追加、Plug-in for Exchangeのインストールなどのタスクを完了しておく必要があります。

• Single Mailbox Recoveryソフトウェアの機能を利用するには、Single Mailbox Recoveryソフトウェアがイ

ンストールされているExchangeサーバ上に、アクティブデータベースを配置する必要があります。

• データベースがVMware RDM LUNにある場合は、SnapCenter Plug-in for VMware vSphereを導入

し、SnapCenter に登録する必要があります。詳細については、SnapCenter Plug-in for VMware vSphereの

ドキュメントを参照してください。

タスク概要

• [Details]ページの[Overall Status]オプションが[Not available for backup]に設定されている場合は、

データベースをバックアップできません。[Overall Status]オプションは、次のいずれかに該当する場合

に[Not available for backup]に設定されます。

    データベースがLUN上にない。

   データベースが正常な状態でない。

マウント、アンマウント、再シード、またはリカバリを保留中の状態のデータベースは、正常な

状態ではありません。

Exchange リソースをバックアップする
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• Database Availability Group（DAG；データベース可用性グループ）がある場合は、DAGからバックアッ

プジョブを実行して、グループ内のすべてのデータベースをバックアップできます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、[リソース]をクリックし、[リソース]ページの左上にあるプラグイ

ンのドロップダウンリストから[Microsoft Exchange Server]を選択します。

2. リソースページで、表示ドロップダウンリストからデータベース、データベース可用性グループ、ま

たはリソースグループを選択します。

複数のデータベースを区別できるよう、DAGまたはホスト名をFQDN形式ですべて表示するデータベー

スとDAGがあります。

 をクリックし、ホスト名とリソース タイプを選択してリソースをフィルタリングします。そのあ

とに  をクリックすると、フィルタ ペインが閉じます。

3. [リソースをリフレッシュ]をクリックします。

新しく追加、名前変更、または削除されたリソースは、SnapCenter Serverのインベントリで更新さ

れます。


データベース名がSnapCenter 以外に変更された場合は、リソースを更新する必要が

あります。

リソースは、リソース名、データベース可用性グループ名、データベースが現在アクティブであるサ

ーバ、コピーを備えたサーバ、前回のバックアップ時刻、全体的なステータスなどの情報とともに表

示されます。

◦ データベースがETERNUS AX/HXシリーズ以外のストレージにある場合は、[Overall Status]列に「Not

available for backup」と表示されます。

DAGでは、アクティブなデータベースコピーがETERNUS AX/HXシリーズ以外のストレージにある場

合に、少なくとも1つのパッシブデータベースコピーがETERNUS AX/HXシリーズにあると、Not

protectedがOverall Status列に表示されます。

ETERNUS AX/HXシリーズ以外のストレージにあるデータベースには、データ保護処理を実行できま

せん。

◦ データベースがETERNUS AX/HXシリーズにあって保護されていない場合は、[Overall Status]列

に「Not protected」と表示されます。

◦ データベースがETERNUS AX/HXシリーズにあって保護されている場合は、ユーザ インターフェイ

スの[Overall Status]列に「Backup not run」というメッセージが表示されます。

◦ データベースがETERNUS AX/HXシリーズにあって保護され、かつデータベースに対してバックアッ

Exchange リソースをバックアップする
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プが実行された場合は、ユーザ インターフェイスの[Overall Status]列に「Backup succeeded」と

いうメッセージが表示されます。

Exchange Serverデータベースのバックアップポリ

シーを作成する
SnapCenterを使用してMicrosoft Exchange Serverリソースをバックアップする前

に、Exchangeリソースまたはリソース グループのバックアップ ポリシーを作成す

ることができます。また、リソース グループの作成時や単一のリソースのバック

アップ時にバックアップ ポリシーを作成することも可能です。

必要なもの

• データ保護戦略を定義しておく必要があります。

詳細については、Exchangeデータベースのデータ保護戦略の定義に関する説明を参照してください。

• SnapCenterのインストール、ホストの追加、リソースの特定、ストレージ システム接続の作成などの

タスクを実行して、データ保護の準備をしておく必要があります。

• Exchange Serverリソースを更新（検出）しておく必要があります。

• Snapshotコピーをミラーまたはヴォールトにレプリケートするユーザには、SnapCenter管理者がユーザ

に対してソースとデスティネーションの両方のボリューム用にStorage Virtual Machine（SVM）を割り

当てておく必要があります。

• プリスクリプトとポストスクリプトでPowerShellスクリプトを実行する場合は、web.configファイル

でusePowershellProcessforScriptsパラメータの値をtrueに設定する必要があります。

デフォルト値は「false」です。

タスク概要

• バックアップ ポリシーとは、バックアップを管理および保持する方法やリソースやリソース グルー

プをバックアップする頻度を定めた一連のルールです。また、スクリプト設定を指定することもでき

ます。ポリシーでオプションを指定しておくことで、別のリソース グループにポリシーを再利用して

時間を節約することができます。

• フルバックアップの保持は指定されたポリシーに固有です。フルバックアップ保持が4に設定された

ポリシーAを使用するデータベースまたはリソースはフルバックアップを4つ保持し、同じデータベー

スまたはリソースのポリシーBには影響しません。これにより、フルバックアップを3つ保持するよう

Exchange リソースをバックアップする
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に3つ保持できます。

• ログバックアップの保持は、ポリシーを問わず有効であり、データベースやリソースのすべてのログ

バックアップを環境 で保持できます。したがって、ポリシーBを使用してフルバックアップを実行す

ると、同じデータベースまたはリソース上のポリシーAで作成されるログバックアップにログ保持設定

が適用されます。同様に、ポリシーAのログ保持設定は、同じデータベースのポリシーBで作成される

ログバックアップに影響します。

• scripts_pathは、プラグインホストのSMCoreServiceHost.exe.Configファイルにあ

るPredefinedWindowsScriptsDirectoryキーを使用して定義されます。

必要に応じて、このパスを変更し、SMcoreサービスを再起動できます。 セキュリティのためにデフォ

ルトパスを使用することを推奨します。

キーの値は、APIを介してスワッガーから表示できます。API/4.7/configsettings

GET APIを使用してキーの値を表示することができます。SET APIはサポートされません。

ベストプラクティス： 保持するフルバックアップとログバックアップの総数に基づいて、セカンダリの

保持ポリシーを設定することを推奨します。セカンダリの保持ポリシーを設定する場合、異なるボリュー

ムにあるデータベースとログのSnapshotコピーは、各バックアップに3つ作成できます。また、データベ

ースとログが同じボリュームにある場合、各バックアップに2つのSnapshotコピーを保持できます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[設定]をクリックします。

2. [設定]ページで、[Policies]をクリックします。

3. [New]をクリックします。

4. [Name]ページで、ポリシーの名前と説明を入力します。

5. [Backup Type]ページで、次の手順を実行します。

a. バックアップ タイプを選択します。

状況 実行する処理

データベース・ファイルと必要なトランザク

ション・ログのバックアップ

[Full backup and Log backup]を選択します。

データベースはログを切り捨ててバックアップ

され、切り捨てられたログを含むすべてのログ

がバックアップされます。


これは推奨されるバックアッ

プタイプです。
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状況 実行する処理

データベース・ファイルとコミットされていな

いトランザクション・ログのバックアップ

[Full backup]を選択します。

ログを切り捨ててデータベースをバックアップ

し、切り捨てられたログはバックアップされま

せん。

トランザクション ログをバックアップ [Log backup]を選択します。

アクティブファイルシステムのすべてのトラン

ザクションログがバックアップされており、ロ

グが切り捨てられていません。

scebackupinfo ディレクトリは、ライブログと同

じディスクに作成されます。このディレクトリ

には、Exchangeデータベースの増分変更へのポ

インタが格納されます。このディレクトリは、

完全なログファイルには相当しません。

トランザクションログファイルを切り捨てず

に、すべてのデータベースファイルとトランザ

クションログをバックアップします

[Copy Backup]を選択します。

すべてのデータベースとすべてのログがバック

アップされ、ログが切り捨てられることはあり

ません。通常、このバックアップタイプは、レ

プリカの再シード、または問題のテストや診断

に使用します。


ログバックアップに必要なスペースは、最新の状態への（UTM）保持にではな

く、フルバックアップ保持に基づいて定義する必要があります。

b. Database Availability Group Settingsセクションで、次の操作を選択します。
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フィールド名 手順

アクティブなコピーをバックアップ 選択したデータベースのアクティブコピーのみ

をバックアップする場合は、このオプションを

選択します。

Database Availability Group（DAG；データベース

可用性グループ）の場合、このオプション

はDAG内のすべてのデータベースのアクティブ

コピーのみをバックアップします。

パッシブコピーはバックアップされません。

バックアップ ジョブ作成時に選択したサーバ

上のコピーをバックアップ

このオプションは、アクティブとパッシブの両

方で、選択したサーバ上のデータベースのコピ

ーをバックアップする場合に選択します。

DAGでは、選択したサーバ上のすべてのデータ

ベースのアクティブコピーとパッシブコピーの

両方がバックアップされます。



クラスタ構成では、ポリシーで設定された保持設定に従って、クラスタの各ノー

ドにバックアップが保持されます。クラスタの所有者ノードが変更された場合、

以前の所有者ノードのバックアップは保持されます。保持設定はノードレベルで

のみ適用できます。

c. [スケジュール頻度]セクションで、1つ以上の頻度タイプを選択します。オンデマンド、毎時、毎

日、毎週、および毎月。



リソース グループを作成する際に、バックアップ処理のスケジュール（開始

日、終了日、および頻度）を指定することができます。これにより、ポリシーと

バックアップ間隔が同じである複数のリソース グループを作成できますが、各

ポリシーに異なるバックアップ スケジュールを割り当てることもできます。


午前2時にスケジュールを設定した場合、夏時間（DST）中はスケジュールは起動

されません。

6. [保持]ページで’保持設定を構成します

表示されるオプションは、以前に選択したバックアップのタイプと頻度のタイプによって異なりま
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す。



保持数の最大値は、ONTAP 9.7以降のリソースでは1018です。保持数を使用してい

るONTAPバージョンがサポートする値よりも大きい値に設定すると、バックアップが

失敗します。



SnapVaultレプリケーションを有効にする場合は、保持数を2以上に設定する必要があ

ります。保持数を1に設定すると、新しいSnapshotコピーがターゲットにレプリケー

トされるまで最初のSnapshotコピーがSnapVault関係の参照Snapshotコピーになるた

め、保持処理が失敗することがあります。

a. [Log backups retention settings]セクションで、次のいずれかを選択します。
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状況　 実行する処理

特定の数のログバックアップだけを保持します ログを保持するフルバックアップの数を選択

し、最新の状態へのリストアを実行するフルバ

ックアップの数を指定します。

UTM（最新状態）保持の環境 ログバックアップ

は、フルバックアップまたはログバックアップ

を使用して作成されます。たとえば、過去 5 回

分のフル バックアップのログ バックアップを

保持するように UTM 保持が設定されている

場合、最後の5つのフルバックアップのログ

バックアップが保持されます。

フルバックアップとログバックアップの一部と

して作成されたログフォルダは、UTMの一部と

して自動的に削除されます。ログフォルダは手

動で削除できません。たとえば、フルバックア 

ップまたはフルバックアップとログバックアッ

プの保持設定が1カ月に設定されていて、UTM

保持が10日に設定されている場合、これらの

バックアップの一部として作成されたログフォ

ルダはUTMごとに削除されます。そのため、ロ

グフォルダは10日しか作成されず、それ以外

のバックアップはすべてポイントインタイムリ

ストアの対象としてマ ークされます。

最新の状態へのリストアを実行しない場合

は、UTM保持値を0に設定できます。これによ

り、ポイントインタイムリストア処理が有効に

なります。

ベストプラクティス： フル・バックアップの

保持設定のセクションで、合計Snapshotコピー

（フル・バックアップ）数の設定と同じにする

ことを推奨します。これにより、フルバックア

ップのたびにログファイルが保持されます。
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状況　 実行する処理

バックアップ コピーを特定の日数だけ保持 [最後のログ・バックアップを保持する]オプシ

ョンを選択し、ログ・バックアップ・コピーを

保持する日数を指定します。

フルバックアップを保持する日数までのログバ

ックアップが作成されます。

バックアップタイプとしてログバックアップを選択した場合は、フルバックアップの最新の状

態へのリストアの保持設定の一部としてログバックアップが保持されます。

b. [フル・バックアップ保持設定]セクションで、オンデマンド・バックアップ用に次のいずれかを選

択し、フル・バックアップ用に1つ選択します。

フィールド名 手順

特定の数のSnapshotコピーのみを保持 保持するフルバックアップの数を指定する場合

は、Total Snapshot copies to keepオプションを選

択し、保持するSnapshotコピーの数（フルバッ

クアップ）を指定します。

フルバックアップの数が指定した数を超える

と、指定した数を超えるフルバックアップが削

除され、古いコピーから順番に削除されます。

フルバックアップを特定の日数だけ保持 Snapshotコピーを保持する期間オプションを選

択し、Snapshotコピーを保持する日数（フル

バックアップ）を指定します。


DAG構成のホストにはログバックアップのみを使用し、フルバックアップは実行

しないデータベースがある場合、ログバックアップは次の方法で保持されます。

▪

▪

デフォルトでは、SnapCenter はDAG内の他のすべてのホストでこのデータベースの最も古い

フルバックアップを検出し、フルバックアップの前に作成されたこのホスト上のすべてのログ

バックアップを削除します。

C:\Program Files\Fujitsu\SnapCenter WebApp\web.configファイルに

MaxLogBackupOnlyCountWithoutFullBackupキーを追加することで、DAG内のホスト上のデータ

ベースの上記のデフォルトの保持動作をログバックアップのみで上書きできます。
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<add key="MaxLogBackupOnlyCountWithoutFullBackup" value="10">

この例では、10という値は、ホストに最大10個のログバックアップを保持することを意味しま

す。

7. レプリケーションページで、次のセカンダリレプリケーションオプションのいずれかまたは両方を選

択します。

フィールド名 手順

Update SnapMirror after creating a local Snapshot

copy
別のボリュームにバックアップ セットのミラー

コピーを作成する場合（SnapMirror）は、このオ

プションを選択します。

Update SnapVault after creating a local Snapshot

copy
ディスクツーディスクのバックアップ レプリケ

ーションを実行する場合は、このオプションを選

択します。

Secondary policy label Snapshotラベルを選択します。

Data ONTAPによって、選択したSnapshotコピー ラ

ベルに一致するセカンダリSnapshotコピーの保持

ポリシーが適用されます。



ローカルSnapshotコピーの作成

後にSnapMirrorの更新を選択し

た場合は、必要に応じてセカン

ダリポリシーラベルを指定でき

ます。ただし、ローカ

ルSnapshotコピーの作成後

にUpdate SnapVaultを選択した

場合は、セカンダリポリシーラ

ベルを指定する必要がありま

す。

Error retry count レプリケーションの最大試行回数を入力します。

この回数を超えると処理が停止します。
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セカンダリストレージでのSnapshotコピーの最大数に達しないように、ONTAP でセ

カンダリストレージのSnapMirror保持ポリシーを設定する必要があります。

8. [Script]ページで、バックアップ処理の前またはあとに実行するプリスクリプトまたはポストスクリプ

トのパスと引数を入力します。

◦ プリスクリプトのバックアップの引数には、$Databaseと$ServerInstanceが含まれています。

◦ ポストスクリプトバックアップの引数には、$Database、$ServerInstance、$BackupName

、$LogDirectory、$LogSnapshotがあります。

たとえば、SNMPトラップの更新、アラートの自動化、ログの送信などをスクリプトで実行できま

す。


プリスクリプトまたはポストスクリプトのパスにドライブまたは共有を含めるこ

とはできません。パスはscripts_pathに対する相対パスでなければなりません。

9. 概要を確認し、[完了]をクリックします。

Exchange Serverのリソースグループを作成してポ

リシーを適用します
リソース グループはいずれのデータ保護ジョブにも必要になります。リソース グル

ープに1つ以上のポリシーを適用して、実行するデータ保護ジョブのタイプを定義

し、バックアップ スケジュールを指定することも必要です。

タスク概要

• scripts_pathは、プラグインホストのSMCoreServiceHost.exe.Configファイルにあ

るPredefinedWindowsScriptsDirectoryキーを使用して定義されます。

必要に応じて、このパスを変更し、SMcoreサービスを再起動できます。セキュリティのためにデフォ

ルトパスを使用することを推奨します。

キーの値は、APIを介してスワッガーから表示できます。API/4.7/configsettings

GET APIを使用してキーの値を表示することができます。SET APIはサポートされません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[リソース]をクリックし、リストから適切なMicrosoft Exchange 

Serverプラグインを選択します。

2. [リソース]ページで、[表示]リストから[データベース]を選択します。
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SnapCenterに最近追加したリソースがある場合は、[Refresh Resources]をクリックす

ると新たに追加されたリソースが表示されます。

3. [New Resource Group]をクリックします。

4. [Name]ページで、次の操作を実行します。

フィールド名 手順

Name リソース グループ名を入力します。



リソース グループ名は 250 文

字以内で指定する必要がありま

す。

Tag リソース グループを検索しやすくするために、

ラベルを入力します。

たとえば、複数のリソース グループにHRをタグ

として追加すると、あとからHRタグに関連付けら

れたすべてのリソース グループを検索できま

す。

Use custom name format for Snapshot copy オプション：オプション：Snapshotコピー名のカ

スタムの名前形式を入力します。

たとえば、

customtext_resourcegroup_policy_hostnameや

resourcegroup_hostnameなどの形式です。デフ ォ

ルトでは、Snapshotコピーの名前の後ろにタイ

ムスタンプが付加されます。

5. [Resources]ページで、次の手順を実行します。

a. ドロップダウンリストからリソースタイプとDatabase Availability Groupを選択して、使用可能な

リソースのリストをフィルタリングします。


最近追加したリソースは、ユーザがリソース リストを更新するまで[Available

Resources]のリストには表示されません。

Available ResourcesセクションおよびSelected Resourcesセクションに、ホストのFQDNがデータベース名

として表示されます。このFQDNは、指定したホスト上でデータベースがアクティブであり、このホス

Exchange リソースをバックアップする

56



トでバックアップを作成しない可能性があることを示します。バックアップ・ジョブ作成時に選択す

るサーバ上のバックアップ・コピーを選択した場合に備えて、バックアップを作成するサーバ選択オ

プションから1つ以上のバックアップ・サーバを選択する必要があります。

a. 検索テキストボックスにリソースの名前を入力するか、スクロールしてリソースを探します。

b. 次のいずれかの手順を実行し、リソースを[Available Resources]セクションから[Selected Resources]

セクションに移動します。

▪ 同じボリューム上のすべてのリソースを[Select Red esources]セクションに移動する場合は、

[Autoselect all resources on same storage volume]を選択します。

▪ [Available Resources]セクションでリソースを選択し、右矢印をクリックして[Selected

Resources]セクションに移します。

SnapCenter for Microsoft Exchange Serverのリソースグループに、Snapshotコピー1つあたりのデ

ータベース数を30個以下にする必要があります。1つのリソースグループに30個を超えるデー

タベースがある場合、追加のデータベース用に2つ目のSnapshotコピーが作成されます。した

がって、メインバックアップジョブの下に2つのサブジョブが作成されます。セカンダリレプ

リケーションがあるバックアップの場合、SnapMirrorまたはSnapVault の更新が進行中に、サブ

ジョブが重複する状況が発生することがあります。メインのバックアップジョブは、ジョブが

完了したことがログに記録されていても、常時稼働し続けます。

6. [Policies]ページで、次の手順を実行します。

a. ドロップダウン リストから1つ以上のポリシーを選択します。

  をクリックしてポリシーを作成することもできます。



ポリシーに [Back up copies on servers to be selected at backup job creation time] オ

プションが含まれている場合、サーバ選択オプションが表示され、1つ以上のサ 

ーバが選択されます。サーバを選択するオプションでは、選択したデータベース

がETERNUS AX/HXシリーズ上にあるサーバのみが表示されます。

[Configure schedules for selected policies]セクションに、選択したポリシーが表示されます。

b. [Configure schedules for selected policies]セクションで、スケジュールを設定するポリ

シーの[Configure Schedules]列にある         をクリックします。

c. [Add schedules for policy]ダイアログ ボックスで、開始日、有効期限、および頻度を指定してスケ

ジュールを設定し、[OK]をクリックします。

この操作は、ポリシーに指定されている頻度ごとに実行する必要があります。設定したスケジュー

ルは、[Configure schedules for selected policies]セクションの[Applied Schedules]列に表示されます。
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サードパーティのバックアップスケジュールがSnapCenterバックアップスケジュールと重複してい

る場合、それらのバックアップスケジュールはサポートされません。

7. [Notification]ページで、[Email preference]ドロップダウン リストからEメールを送信するシナリオを選

択します。

また、送信者と受信者のEメール アドレス、およびEメールの件名を指定する必要があります。リソー

ス グループに対して実行された処理のレポートを添付する場合は、[Attach Job Report]を選択します。

Eメール通知を利用する場合は、GUIまたはPowerShellコマンド Set-SmSmtpServer を使用し

て、SMTPサーバの詳細を指定しておく必要があります。

コマンドレットで使用できるパラメータとその説明は、Get-Help command_name を実行して確認でき

ます。

8. 概要を確認し、[完了]をクリックします。

Exchangeデータベースをバックアップします
データベースがどのリソースグループにも含まれていない場合は、のリソースページ

からデータベースまたはデータベース可用性グループをバックアップできます。

必要なもの

• バックアップ ポリシーを作成しておく必要があります。

• バックアップ処理で使用されるアグリゲートを、データベースが使用するStorage Virtual Machine

（SVM）に割り当てておく必要があります。

• セカンダリストレージとのSnapMirror関係があるリソースをバックアップする場合は、ストレージユ

ーザに割り当てられたロールにsnapmirror all権限を含める必要があります。ただし、vsadminロールを

使用する場合、snapmirror all権限は必要ありません。

• ETERNUS AX/HXシリーズと富士通以外のストレージ上にアクティブ/パッシブデータベースコピーのある

データベースまたはデータベース可用性グループのバックアップを実行する場合は、ポリシーで[バッ

クアップ・ジョブ作成時間]オプションを選択するサーバ上のアクティブ・コピーまたはバックアップ

・コピーを選択した場合、バックアップ・ジョブは警告状態になります。ETERNUS AX/HXシリーズ上の

アクティブ/パッシブデータベースコピーのバックアップは成功し、富士通以外のストレージ上のアク

ティブ/パッシブデータベースコピーのバックアップは失敗します。

ベストプラクティス：アクティブデータベースとパッシブデータベースのバックアップは同時に実行

しないでください。競合状態が発生し、いずれかのバックアップが失敗する可能性があります。

手順
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1. 左側のナビゲーション ペインで、[リソース]をクリックし、リストから適切なMicrosoft Exchange

Serverプラグインを選択します。

2. [リソース]ページで、[表示]リストから[データベース]または[Database Availability Group]を選択します。

 アイコンは、データベースがETERNUS AX/HXシリーズ以外のストレージにあリソースページの

ることを示します。 



DAGでは、アクティブなデータベースコピーがETERNUS AX/HXシリーズ以外のスト

レージにあり、データベースのパッシブコピーが少なくとも1つETERNUS AX/HXシ

リーズにある場合、デ ータベースを保護できます。

 をクリックし、ホスト名とデータベース タイプを選択してリソースをフィルタします。そのあと

に  をクリックすると、フィルタ ペインが閉じます。

◦ データベースをバックアップする場合は、データベース名をクリックします。

i. Topologyビューが表示されたら、Protectをクリックします。

ii. Database Protect Resource（データベースの保護）ウィザードが表示された場合は、手順3に進

みます。

◦ データベース可用性グループをバックアップする場合は、データベース可用性グループの名前を

クリックします。

3. カスタムのSnapshotコピー名を指定する場合は、リソースページでSnapshotコピーにカスタムの名前

形式を使用するチェックボックスを選択し、Snapshotコピー名に使用するカスタムの名前形式を入力

します。

たとえば customText_policy_hostname や resource_hostname などです。デフォルトでは、Snapshotコ

ピーの名前の後ろにタイムスタンプが付加されます。

4. [Policies]ページで、次の手順を実行します。

a. ドロップダウン リストから1つ以上のポリシーを選択します。

  をクリックしてポリシーを作成することもできます。



バックアップ・ジョブ作成時に選択するサーバ上のバックアップ・コピーがポリ

シーに含まれている場合は、サーバ選択オプションが表示され、1つ以上のサー

バが選択されます。サーバを選択するオプションでは、選択したデータベース

がETERNUS AX/HXシリーズ上にあるサーバのみが表示されます。

[Configure schedules for selected policies]セクションに、選択したポリシーがリストされます。

a. スケジュールを設定するポリシーの[Configure Schedules]列で、  をクリックします。
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b. [Add schedules for policy]の policy_name ウィンドウで、スケジュールを設定し、[OK]をク

リックします。 policy_nameは、選択したポリシーの名前です。

設定したスケジュールが[Applied Schedules]列にリストされます。

5. [Notification]ページで、[Email preference]ドロップダウン リストからEメールを送信するシナリオを選

択します。

また、送信者と受信者のEメール アドレス、およびEメールの件名を指定する必要があります。リソー

スに対して実行されたバックアップ処理のレポートを添付する場合は、[Attach Job Report]を選択しま

す。


Eメール通知を利用する場合は、GUIまたはPowerShellコマンドのSet-SmSmtpServerを

使用して、SMTPサーバの詳細を指定しておく必要があります。

6. 概要を確認し、[完了]をクリックします。

データベース トポロジのページが表示されます。

7. [今すぐバックアップ] をクリックします。

8. [Backup]ページで次の手順を実行します。

a. リソースに複数のポリシーを適用した場合は、バックアップに使用するポリシーを[Policy]ドロッ

プダウン リストから選択します。

オンデマンド バックアップの対象として選択したポリシーはバックアップ スケジュールに関連付

けられています。オンデマンド バックアップは、スケジュール タイプの保持設定に基づいて保持

されます。

b. [Backup]をクリックします。

9. ページ下部の[アクティビティ]ペインでジョブをダブルクリックして、バックアップの進行状況を監

視し、[ジョブの詳細]ページを表示します。

◦ MetroCluster 構成では、フェイルオーバー後にSnapCenter が保護関係を検出できない場合がありま

す。

◦ VMDK上のアプリケーションデータおよびSnapCenter Plug-in for VMware vSphereのJavaヒープサイズ

が不足している場合、バックアップが失敗することがあります。

Javaのヒープサイズを増やすには、スクリプトファイル/opt/NetApp/init_scripts/scvserviceを探しま

す。このスクリプトでは、DO_STARTメソッドコマンドによってSnapCenter VMwareプラグイン

サービスが開始されます。このコマンドを次のように更新します。java-jar-xmx8192M-Xms4096M

Exchange リソースグループをバックアップする
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リソースグループはホストまたは Exchange DAG のリソースの集まりで、リソース

グループには DAG 全体または個々のデータベースを含めることができます。リソー

スグループは、のリソースページからバックアップできます。

必要なもの

• ポリシーを適用したリソース グループを作成しておく必要があります。

• バックアップ処理で使用されるアグリゲートを、データベースが使用するStorage Virtual Machine 

（SVM）に割り当てておく必要があります。

• セカンダリストレージとの SnapMirror 関係があるリソースをバックアップする場合は、ストレージユ 

ーザに割り当てられたロールに snapmirror all 権限を含める必要があります。 ただし、 vsadminロール

を使用する場合、 snapmirror all 権限は必要ありません。

• リソースグループに異なるホストの複数のデータベースが含まれている場合は、ネットワークの問題が

原因で一部のホストでのバックアップ処理が遅くなる可能性があります。 

Set-SmConfigSettings PowerShell コマンドレットを使用して、web.config に

MaxRetryForUninitializedHosts の値を設定する必要があります。

• リソースグループに、ETERNUS AX/HXシリーズとETERNUS AX/HXシリーズ以外のストレージにアクティ

ブ / パッシブデ ータベースコピーを持つデータベースまたはデータベース可用性グループが含まれ

ている場合、ポリシーで [Back up active copies] または [Back up copies on servers to be selected during 

backup job creation time] オプションを選択すると、バックアップ・ジョブは警告状態になります。 

ETERNUS AX/HXシリーズ上のアクティブ / パッシブデータベースコピーのバックアップは成功し、 

ETERNUS AX/HXシリーズ以外のストレージ上のアクティブ / パッシブデータベースコピーのバック

· ップは失敗します。

• スク概要

[リソース]ページから、オンデマンドでリソースグループをバックアップできます。リソース グループに

ポリシーが適用され、かつスケジュールが設定されている場合は、スケジュールに従って自動的にバック

アップが行われます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[リソース]をクリックし、リストからMicrosoft Exchange Server

プラグインを選択します。

2. [リソース]ページで、[表示]リストから[リソース グループ]を選択します。

リソース グループを検索することができます。そのためには、検索ボックスにリソース グループ名

を入力するか、  をクリックし、タグを選択します。そのあとに  をクリックすると、フィルタ ペ

インが閉じます。
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3. [リソースグループ] ページで、バックアップするリソースグループを選択し、[今すぐバックアップ]

をクリックします。

4. [Backup]ページで次の手順を実行します。

a. リソース グループに複数のポリシーが適用されている場合は、バックアップに使用するポリシー

を[Policy]ドロップダウン リストから選択します。

オンデマンド バックアップの対象として選択したポリシーはバックアップ スケジュールに関連付

けられています。オンデマンド バックアップは、スケジュール タイプの保持設定に基づいて保持

されます。

b. [Backup]をクリックします。

5. ページ下部の[Activity]ペインでジョブをダブルクリックして、[ジョブの詳細]ページを表示し、

バックアップの進行状況を監視します。

Exchange Server用のPowerShellコマンドレットを

使用して、ストレージシステム接続とクレデンシ

ャルを作成します
PowerShellコマンドレットを使用してバックアップとリストアを実行するに

は、Storage Virtual Machine（SVM）接続とクレデンシャルを作成する必要がありま

す。

必要なもの

• PowerShellコマンドレットを実行できるようにPowerShell環境を準備しておく必要があります。

• ストレージ接続を作成するには、Infrastructure Adminロールの権限が必要です。

• プラグインのインストールが実行中でないことを確認してください。

ストレージ システム接続の追加中にホスト プラグインのインストールを実行しないでください。

ホスト キャッシュが更新されず、SnapCenter GUIにデータベースのステータスに「Not available for 

backup」 または 「Not on ETERNUS AX/HX Series」 と表示されることがあります。

• ストレージ システムの名前は一意である必要があります。

SnapCenterでは、別々のクラスタに属している場合でも、複数のストレージ システムに同じ名前を付

けることはサポートされません。SnapCenterでサポートする各ストレージ システムには、一意な名前

とデータLIFの一意なIPアドレスが必要です。
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手順

1. Open-SmConnection コマンドレットを使用して、PowerShell接続セッションを開始します。

PowerShellセッションを開く例を次に示します。

PS C:\> Open-SmConnection

2. Add-SmStorageConnection コマンドレットを使用して、ストレージ システムへの新しい接続を作

成します。

新しいストレージ システム接続を作成する例を次に示します。

PS C:\> Add-SmStorageConnection -SVM test_vs1 -Protocol Https
-Timeout 60

3. Add-SmCredential コマンドレットを使用して、新しいRun Asアカウントを作成します。

Windowsクレデンシャルを使用してExchangeAdminという名前の新しいRun Asアカウントを作成する例

を次に示します。

PS C:> Add-SmCredential -Name ExchangeAdmin -AuthMode Windows
-Credential sddev\administrator

コマンドレットで使用できるパラメータとその説明は、Get-Help command_name を実行して確認できま

す。

PowerShellコマンドレットを使用してExchangeリ

ソースをバックアップします
Exchange Serverデータベースをバックアップする場合は、SnapCenter サーバとの接続

を確立し、Exchangeサーバデータベースを検出し、ポリシーの追加、バックアップリ

ソースグループの作成、バックアップ、およびバックアップステータスの表示を行い

ます。

必要なもの

• PowerShellコマンドレットを実行できるように環境を準備しておく必要があります。

• ストレージ システム接続を追加し、クレデンシャルを作成しておく必要があります。

• ホストを追加し、リソースを検出しておく必要があります。
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Plug-in for Exchangeではクローン操作はサポートされません。そのため、Add-SmPolicyコ

マンドレットのCloneTypeパラメータはPlug-in for Exchangeではサポートされていません

手順

1. Open-SmConnectionコマンドレットを使用して、指定のユーザでSnapCenter Serverとの接続セッション

を開始します。

Open-smconnection  -SMSbaseurl  
https://snapctr.demo.fujitsu.com:8146/

ユーザ名とパスワードのプロンプトが表示されます。

2. Add-SmPolicyコマンドレットを使用して、バックアップ ポリシーを作成します。

この例では、フルバックアップとログバックアップのExchangeバックアップタイプを指定して新しい

バックアップポリシーを作成しています。

C:\PS> Add-SmPolicy -PolicyName SCE_w2k12_Full_Log_bkp_Policy
-PolicyType Backup -PluginPolicytype SCE -SceBackupType
FullBackupAndLogBackup -BackupActiveCopies

この例では、時間単位のフルバックアップとログバックアップExchangeバックアップを指定して、新

しいバックアップポリシーを作成します。

C:\PS> Add-SmPolicy -PolicyName SCE_w2k12_Hourly_Full_Log_bkp_Policy
-PolicyType Backup -PluginPolicytype SCE -SceBackupType
FullBackupAndLogBackup -BackupActiveCopies -ScheduleType Hourly
-RetentionSettings
@{'BackupType'='DATA';'ScheduleType'='Hourly';'RetentionCount'='10'}

この例では、Exchangeログのみをバックアップする新しいバックアップポリシーを作成しています。

Add-SmPolicy -PolicyName SCE_w2k12_Log_bkp_Policy -PolicyType Backup
-PluginPolicytype SCE -SceBackupType LogBackup -BackupActiveCopies

3. Get-SmResourcesコマンドレットを使用してホスト リソースを検出します。

この例では、指定したホスト上でMicrosoft Exchange Serverプラグインのリソースを検出しています。

C:\PS> Get-SmResources -HostName vise-f6.sddev.mycompany.com
-PluginCode SCE

4. Add-SmResourceGroupコマンドレットを使用して、SnapCenterに新しいリソース グループを追加しま
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す。

この例では、ポリシーとリソースを指定して新しいExchange Serverデータベース バックアップ リ

ソース グループを作成しています。

C:\PS> Add-SmResourceGroup -ResourceGroupName SCE_w2k12_bkp_RG
-Description 'Backup ResourceGroup with Full and Log backup policy'
-PluginCode SCE -Policies
SCE_w2k12_Full_bkp_Policy,SCE_w2k12_Full_Log_bkp_Policy,SCE_w2k12_Log
_bkp_Policy -Resources @{'Host'='sce-w2k12-exch';'Type'='Exchange
Database';'Names'='sce-w2k12-exch.sceqa.com\sce-w2k12-exch_DB_1,sce-
w2k12-exch.sceqa.com\sce-w2k12-exch_DB_2'}

この例では、ポリシーとリソースを指定して新しいExchange Database Availability Group (DAG) バック

アップ リソースグループを作成しています。

Add-SmResourceGroup -ResourceGroupName SCE_w2k12_bkp_RG -Description
'Backup ResourceGroup with Full and Log backup policy' -PluginCode
SCE -Policies
SCE_w2k12_Full_bkp_Policy,SCE_w2k12_Full_Log_bkp_Policy,SCE_w2k12_Log
_bkp_Policy -Resources @{"Host"="DAGSCE0102";"Type"="Database
Availability Group";"Names"="DAGSCE0102"}

5. New-SmBackupコマンドレットを使用して、新しいバックアップ ジョブを開始します。

C:\PS> New-SmBackup -ResourceGroupName SCE_w2k12_bkp_RG -Policy
SCE_w2k12_Full_Log_bkp_Policy

この例では、セカンダリストレージに新しいバックアップを作成します。

New-SMBackup -DatasetName ResourceGroup1 -Policy
Secondary_Backup_Policy4

6. Get-SmBackupReportコマンドレットを使用して、バックアップ ジョブのステータスを表示します。

この例では、指定した日に実行されたすべてのジョブの概要レポートを表示しています。

C:\PS> Get-SmBackupReport -Date ?1/27/2018?

次の例は、特定のジョブIDのジョブ概要レポートを表示します。

C:\PS> Get-SmBackupReport -JobId 168

コマンドレットで使用できるパラメータとその説明は、Get-Help command_name を実行して確認できま
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す。

バックアップ処理を監視する
SnapCenterの[Jobs]ページを使用して、各種バックアップ処理の進捗状況を監視できます。インストールの

進捗状況をチェックして、インストールが完了するタイミングや問題が発生していないかどうかを確認で

きます。

タスク概要

[Jobs]ページでは、次のアイコンで処理の状態が示されます。

•
 実行中

• 完了

• 失敗

•
警告が表示されたか、警告が原因で起動できませんでした。

• 検証

• キャンセル

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[Monitor]をクリックします。

2. [Monitor]ページで、[Jobs]をクリックします。

3. [Jobs]ページで、次の手順を実行します。

a. をクリックして、リストの内容をバックアップ処理だけに絞り込みます。

b. 開始日と終了日を指定します。

c. [Type]ドロップダウン リストから、[Backup]を選択します。

d. [Status]ドロップダウンから、バックアップ ステータスを選択します。

e. [Apply]をクリックして、正常に完了した処理を表示します。

4. バックアップ ジョブを選択し、[Details]をクリックしてジョブの詳細を確認します。



バックアップジョブのステータスに  アイコンが表示されますが、ジョ

ブの詳細をクリックすると、バックアップ処理の一部の子タスクがまだ進行中であ

るか、または警告サインが表示されていることがあります。

5. [Job Details]ページで、[View logs]をクリックします。

[View logs]ボタンをクリックすると、選択した処理の詳細なログが表示されます。

[Activity]ペインでの処理の監視
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[Activity]ペインには、最後に実行された5つの処理が表示されます。また[Activity]ペインには、処理が開始

された日単位と処理のステータスが表示されます。

[Activity]ペインには、バックアップ、リストア、クローニング、スケジュールされたバックアップの各処

理に関する情報が表示されます。Plug-in for SQL Server または Plug-in for Exchange Server を使用している

場合は、再シード処理に関する情報もアクティビティペインに表示されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[リソース]をクリックし、リストから適切なプラグインを選択しま

す。

2. [Activity]ペインで  をクリックして、直近の5つの処理を表示します。

いずれかの処理をクリックすると、[Job Details]ページに処理の詳細が表示されます。

Exchange データベースのバックアップ処理をキャ

ンセルします
キューに登録されているバックアップ処理をキャンセルできます。

必要なもの

• 処理をキャンセルするには、 SnapCenter 管理者またはジョブ所有者としてログインする必要があり

ます。

• バックアップ処理は、[Monitor] ページまたは [Activity] ペインからキャンセルできます。

• 実行中のバックアップ処理をキャンセルすることはできません。

• SnapCenter GUI、 PowerShell コマンドレット、または CLI コマンドを使用して、バックアップ処理をキ

ャンセルできます。

• キャンセルできない操作の場合、[Cancel Job] ボタンは使用できません。

• ロールの作成時に [Users\Groups]ページで[All members of this role can see and operating on other 

members objects] を選択した場合、このロールを使用しているときに、他のメンバーのキューに登録

されているバックアップ処理をキャンセルすることもできます。

手順

1. 次のいずれかを実行します。
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方法 アクション

[Monitor]ページ a. 左側のナビゲーション ペインで、[Monitor]

> [Jobs]をクリックします。

b. 操作を選択し、[Cancel Job]をクリックし

ます。

[Activity]ペイン a. バックアップ処理を開始したら、[Activity]

ペインで  をクリックして、最新の5つの

操作を表示します。

b. 操作を選択します。

c. [ジョブの詳細]ページで、[Cancel Job] をク

リックします。

処理がキャンセルされ、リソースが以前の状態に戻ります。

PowerShellコマンドレットを使用してExchangeバ

ックアップを削除します
他のデータ保護処理に使用しないExchangeバックアップは、Remove-SmBackupコマンド

レットを使用して削除できます。

PowerShellコマンドレットを実行できるように環境を準備しておく必要があります。

コマンドレットで使用できるパラメータとその説明は、Get-Help command_name を実行して確認できま

す。

手順

1. Open-SmConnectionコマンドレットを使用して、指定のユーザでSnapCenter Serverとの接続セッション

を開始します。

Open-SmConnection  -SMSbaseurl
https://snapctr.demo.fujitsu.com:8146/

2. Remove-SmBackup コマンドレットを使用してバックアップを削除します。

この例では、バックアップIDを指定してバックアップを2つ削除しています。
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Remove-SmBackup -BackupIds 3,4
Remove-SmBackup
Are you sure want to remove the backup(s).
[Y] Yes  [A] Yes to All  [N] No  [L] No to All  [S] Suspend  [?] Help
(default is "Y"):

TopologyページでExchangeバックアップを表示し

ます

リソースのバックアップを準備する際に、プライマリ ストレージとセカンダリ

ストレージ上のすべてのバックアップの図を表示すると役に立ちます。

タスク概要

Topologyページでは、選択したリソースまたはリソース グループに使用できるバックアップをすべて表

示できます。これらのバックアップの詳細を参照し、対象を選択してデータ保護処理を実行できます。

プライマリ ストレージまたはセカンダリ ストレージ（ミラー コピーまたはヴォールトコピー）に

バックアップが使用可能かどうかは、[コピーの管理] ビューの次のアイコンで確認できます。

•

 には、プライマリ ストレージ上にあるバックアップの数が表示されます。

•

 には、SnapMirrorテクノロジを使用してセカンダリ ストレージにミラーリングされたバッ

クアップの数が表示されます。

•

 には、SnapVaultテクノロジを使用してセカンダリ ストレージにレプリケートされたバック

アップの数が表示されます。

表示されるバックアップの数には、セカンダリ ストレージから削除されたバックアップも含ま

れます。

たとえば、バックアップを4個保持するポリシーを使用してバックアップを6個作成した場合、

バックアップの数は6個と表示されます。
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ベストプラクティス：レプリケートされたバックアップの数を正しく表示するために、トポロジを更

新することを推奨します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[リソース]をクリックし、リストから適切なプラグインを選択しま

す。

2. [リソース]ページで'[表示]ドロップダウンリストからデータベース、リソース、またはリソースグルー

プを選択します

3. データベースの詳細ビューまたはリソース グループの詳細ビューで、リソースを選択します。

リソースが保護されている場合は、選択したリソースの[Topology]ページが表示されます。

4. [Summary Card]セクションで、プライマリ ストレージとセカンダリ ストレージで使用可能なバッ

クアップの数のサマリーを確認します。

[Summary Card]セクションには、バックアップの総数およびログ バックアップの総数が表示されま

す。

更新ボタンをクリックすると、ストレージのクエリが実行されて正確な数が表示されます。

5. [コピーの管理]ビューで、プライマリストレージまたはセカンダリストレージからの[バックアップ]を

クリックして、バックアップの詳細を表示します。

バックアップの詳細が表形式で表示されます。

6. 表でバックアップを選択し、データ保護アイコンをクリックして、リストア、名前変更、削除の各処

理を実行します。


セカンダリ ストレージ上のバックアップは、名前変更または削除できませ

ん。Snapshotコピーの削除は、ONTAP の保持設定によって行います。
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Exchange リソースのリストア
リストアのワークフロー
SnapCenterを使用して、1つ以上のバックアップをアクティブ ファイルシステムに

リストアすることにより、Exchangeデータベースをリストアすることができます。

次のワークフローは、Exchangeデータベースのリストア処理の実行順序を示しています。

PowerShellコマンドレットを手動またはスクリプトで使用して、バックアップおよびリストアの処理を実

行することもできます。PowerShellコマンドレットの詳細については、SnapCenterのコマンドレットのヘ

ルプを参照してください。

Exchangeデータベースをリストアするための要件
SnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange ServerのバックアップからExchange Serverデー

タベースをリストアする前に、以下の要件を満たしていることを確認する必要があり

ます。


リストア機能を完全に使用するには、SnapCenter ServerとSnapCenter Plug-in for Exchangeデー

タベースの両方を4.6にアップグレードする必要があります。

• データベースをリストアするには、Exchange Serverがオンラインで、稼働している必要があります。

• データベースがExchange Server上に存在している必要があります。

 削除済みデータベースのリストアはサポートされていません。

• データベースのSnapCenter スケジュールを一時停止する必要があります。

• SnapCenter サーバおよびSnapCenter Plug-in for Microsoft Exchange Serverホストが、リストアするバック

アップを含むプライマリストレージとセカンダリストレージに接続されている必要があります。

Exchangeデータベースをリストアします
SnapCenterを使用して、バックアップされたExchangeデータベースをリストアするこ
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とができます。

必要なもの

• リソースグループ、データベース、またはDatabase Availability Group（DAG；データベース可用性グル

ープ）をバックアップしておく必要があります。

• Exchangeデータベースを別の場所に移動した場合、古いバックアップのリストア処理は実行できませ

ん。

• Snapshotコピーをミラーまたはヴォールトにレプリケートするユーザには、SnapCenter管理者がユー

ザに対してソースとデスティネーションの両方のボリューム用にSVMを割り当てる必要があります。

• DAGでは、ETERNUS AX/HXシリーズ以外のストレージにアクティブなデータベースコピーがあ

り、ETERNUS AX/HXシリーズにあるデータベースのパッシブコピーバックアップからリストアする場

合、パッシブコピー（ETERNUS AX/HXシリーズ）をアクティブコピーとして作成し、リソースを更新

してリストア処理を実行します。

Move-ActiveMailboxDatabase コマンドを実行して、パッシブデータベースコピーをアクティブ

データベースコピーにします。

このコマンドについてはMicrosoftのマニュアルを参照してください。

タスク概要

• データベースに対してリストア処理を実行すると、データベースは同じホストにマウントされ、新し

いボリュームは作成されません。

• DAGレベルのバックアップは、個々のデータベースからリストアする必要があります。

• Exchangeデータベース（.edb）ファイル以外のファイルが存在する場合は、フルディスクリストアは

サポートされません。

Plug-in for Exchangeは、レプリケーションに使用されるなどのExchangeファイルがディスクに格納され

ている場合、ディスク上でフルリストアを実行しません。フルリストアがExchangeの機能に影響を与

える可能性がある場合、Plug-in for Exchangeは単一ファイルのリストア処理を実行します。

• Plug-in for Exchangeでは、BitLocker暗号化ドライブをリストアできません。

• scripts_pathは、プラグインホストのSMCoreServiceHost.exe.Configファイルにあ

るPredefinedWindowsScriptsDirectoryキーを使用して定義されます。

必要に応じて、このパスを変更し、SMcoreサービスを再起動できます。セキュリティのためにデフォ

ルトパスを使用することを推奨します。

キーの値は、APIを介してスワッガーから表示できます。API/4.7/configsettings

GET APIを使用してキーの値を表示することができます。SET APIはサポートされません。

Exchange リソースをリストアします
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手順

1. 左側のナビゲーションペイン で、[リソース]ページの左上にある[リソース]をクリックします。

2. ドロップダウン・リストからExchange Serverプラグインを選択します。

3. [リソース]ページで、[表示]リストから[データベース]を選択します。

4. リストからデータベースを選択します。

5. [コピーの管理]ビューで、[プライマリ・バックアップ]テーブルから[バックアップ]を選択し、  を

クリックします。

6. [オプション]ページで、次のいずれかのログバックアップオプションを選択します。

オプション 説明

All log backups 最新状態へのバックアップ リストア処理を実行

して、フル バックアップ後に作成されたすべて

のログ バックアップをリストアする場合は、[All

log backups]を選択します。

By log backups until ポイントインタイムリストア処理を実行するに

は、選択したログまでのログバックアップに基

づいてデータベースをリストアするように、[By 

log backups until]を選択します。



ドロップダウンリストに表示さ

れるログ数はUTMに基づいてい

ます。たとえば、フルバックア

ップ保持が5でUTM保持が3の場

合、使用可能なログバックアッ

プの数は5ですが、ドロップダ

ウンにはリストア処理を実行す

るログが3つしか表示されませ

ん。
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オプション 説明

By specific date until リストア後のデータベースにトランザクション

ログを適用する最終日時を指定する場合は、[By

specific date until]を選択します。このポイントイ

ンタイムリストア処理では、指定した日時の最後

のバックアップまでに記録されたトランザクショ

ンログエントリがリストアされます。

なし ログなしでフル バックアップのみをリストアす

る場合は、[None]を選択します。

次のいずれかを実行します。

◦ [Recover and mount database after restore]

このオプションはデフォルトで選択されています。

◦ [Do not verify the integrity of transaction logs in the backup before restore]

デフォルトでは、SnapCenterはリストア処理を実行する前にバックアップ内のトランザクション

ログの整合性を検証します。

ベストプラクティス： このオプションは選択しないでください。

7. [Script]ページで、リストア処理の前またはあとに実行するプリスクリプトまたはポストスクリプトの

パスと引数を入力します。

リストアプリスクリプトの引数には、$Databaseと$ServerInstanceが含まれています。

リストアポストスクリプトの引数には、$Database、$ServerInstance、$BackupName、$LogDirectory、

および$TargetServerInstanceがあります。

たとえば、SNMPトラップの更新、アラートの自動化、ログの送信などをスクリプトで実行できます。


プリスクリプトまたはポストスクリプトのパスにドライブまたは共有を含めること

はできません。パスはscripts_pathに対する相対パスでなければなりません。

8. [Notification]ページで、[Email preference]ドロップダウン リストからEメールを送信するシナリオを選

択します。

また、送信者と受信者のEメール アドレス、およびEメールの件名を指定する必要があります。

9. 概要を確認し、[完了]をクリックします。

10. リストア・ジョブのステータスを表示するには、ページ下部の［アクティビティ］パネルを展開しま
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す。

[Monitor]>[Jobs] ページを使用して、復元プロセスを監視する必要があります。

アクティブデータベースをバックアップからリストアすると、レプリカとアクティブデータベースの間に

遅延が発生した場合に、パッシブデータベースが中断状態または障害状態になることがあります。

状態の変化は、アクティブデータベースのログチェーンが分岐し、レプリケーションを中断する新しいブ

ランチを開始すると発生します。Exchange Serverはレプリカの修正を試みますが、修正できない場合

は、リストア後に新しいバックアップを作成し、レプリカを再シードする必要があります。

メールとメールボックスのきめ細かいリカバリ
Single Mailbox Recovery （SMBR）ソフトウェアを使用すると、 Exchange データベー

ス全体ではなく、メールやメールボックスのリストアとリカバリが可能です。

1 つのメールをリカバリするためだけにデータベース全体をリストアすると、時間とリソースが大量に消

費やされます。SMBR を使用すると、 Snapshot のクローンコピーを作成し、 Microsoft API を使用して

SMBR 内のメールボックスをマウントすることで、メールを迅速にリカバリできます。

関連情報

SnapCenter ソフトウェア4.7 SnapCenter Serverのインストール

セカンダリストレージからExchange Serverデータ

ベースをリストアする
セカンダリストレージ（ミラーまたはヴォールト）から、バックアップされ

たExchange Serverデータベースをリストアすることができます。

プライマリ ストレージ システムからセカンダリ ストレージ システムにSnapshotコピーをレプリケート

しておく必要があります。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、[リソース]をクリックし、リストから[Microsoft Exchange Serverプラ

グイン]を選択します。

2. [Resources]ページで、[View]ドロップダウン リストから[Database]または[Resource Group]を選択しま

す。

3. データベースまたはリソース グループを選択します。

データベースまたはリソース グループのトポロジ ページが表示されます。
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4. [Manage Copies]セクションで、セカンダリ ストレージ システム（ミラーまたはヴォールト）か

ら[Backups]を選択します。

5. リストからバックアップを選択し、  をクリックします。

6. [Location]ページで、選択したリソースをリストアするデスティネーション ボリュームを選択します。

7. [Restore]ウィザードを完了して概要を確認し、[Finish]をクリックします。

PowerShellコマンドレットを使用してExchangeリ

ソースをリストアします
Exchangeデータベースをリストアするときは、SnapCenter Serverとの接続セッショ

ンを開始し、バックアップをリストしてバックアップの情報を取得し、バックアップ

をリストアします。

PowerShellコマンドレットを実行できるように環境を準備しておく必要があります。

手順

1. Open-SmConnectionコマンドレットを使用して、指定のユーザでSnapCenter Serverとの接続セッ

ションを開始します。

Open-smconnection  -SMSbaseurl
https://snapctr.demo.fujitsu.com:8146/

2. Get-SmBackup コマンドレットを使用して、リストアする1つまたは複数のバックアップに関する情

報を取得します。

この例では、使用可能なすべてのバックアップに関する情報を表示しています。

PS C:\> Get-SmBackup

BackupId BackupName
BackupTime BackupType
-------- ----------
---------- ----------
341 ResourceGroup_36304978_UTM... 12/8/2017
4:13:24 PM Full Backup
342 ResourceGroup_36304978_UTM... 12/8/2017
4:16:23 PM Full Backup
355 ResourceGroup_06140588_UTM... 12/8/2017
6:32:36 PM Log Backup
356 ResourceGroup_06140588_UTM... 12/8/2017
6:36:20 PM Full Backup
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3. Restore-SmBackup コマンドレットを使用して、バックアップからデータをリストアします。

この例では、最新の状態へのバックアップをリストアしています。

C:\PS> Restore-SmBackup -PluginCode SCE -AppObjectId 'sce-w2k12-
exch.sceqa.com\sce-w2k12-exch_DB_2' -BackupId 341
-IsRecoverMount:$true

この例では、ポイントインタイムバックアップをリストアします。

C:\ PS> Restore-SmBackup -PluginCode SCE -AppObjectId 'sce-w2k12-
exch.sceqa.com\sce-w2k12-exch_DB_2' -BackupId 341
-IsRecoverMount:$true -LogRestoreType ByTransactionLogs -LogCount 2

この例では、セカンダリストレージのバックアップをプライマリストレージにリストアします。

C:\ PS> Restore-SmBackup -PluginCode 'SCE' -AppObjectId 'DB2'
-BackupId 81 -IsRecoverMount:$true -Confirm:$false
-archive @{Primary="paw_vs:vol1";Secondary="paw_vs:vol1_mirror"}
-logrestoretype All

-archive パラメータを使用すると、リストアに使用するプライマリボリュームとセカンダリボリュ

ームを指定できます。

-IsRecoverMount:$true パラメータを使用すると、リストア後にデータベースをマウントできま

す。

コマンドレットで使用できるパラメータとその説明は、Get-Help command_name を実行して確認できま

す。

Exchangeのパッシブノードレプリカを再シードし

ます
レプリカコピーを再シードする必要がある場合、たとえばコピーが破損した場合

は、SnapCenter の再シード機能を使用して最新のバックアップに再シードできます。

必要なもの

• SnapCenter サーバ4.3以降およびPlug-in for Exchange 4.3以降を使用している必要があります。

• 再シードするデータベースのバックアップを作成しておく必要があります。
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ベストプラクティス： ノード間での遅延を回避するために、再シード処理を実行する前に新しいバック

アップを作成するか、最新のバックアップを含むホストを選択することを推奨します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、[リソース]をクリックし、リストから[Microsoft Exchange Serverプラ

グイン]を選択します。

2. [リソース]ページで、[表示]リストから適切なオプションを選択します。

オプション 説明

To reseed a single database • [表示]リストから[データベース]を選択しま

す。

To reseed databases in a DAG • [表示]リストから[データベース可用性グルー

プ]を選択します。

3. 再シードするリソースを選択します。

4. [Manage Copies]ページで、[Reseed]をクリックします。

5. 再シードウィザードで正常ではないデータベースコピーのリストから、再シードするデータベースコ

ピーを選択し、[Next]をクリックします。

6. [Host]ウィンドウで’再シード元となるバックアップを持つホストを選択 し[Next] をクリックします。

7. [Notification]ページで、[Email preference]ドロップダウン リストからEメールを送信するシナリオを選

択します。

また、送信者と受信者のEメール アドレス、およびEメールの件名を指定する必要があります。

8. 概要を確認し、[完了]をクリックします。

9. ジョブのステータスを表示するには、ページの下部にある[Activity]パネルを展開します。


パッシブデータベースコピーがETERNUS AX/HXシリーズ以外のストレージにある場

合は、再シード処理はサポートされません。

PowerShellコマンドレットを使用したExchangeデ

ータベースの再シード
PowerShellコマンドレットを使用すると、問題のあるレプリカをリストアできます。

そのためには、同じホストの最新のコピーを使用するか、代替ホストの最新のコピー
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を使用します。

コマンドレットで使用できるパラメータとその説明は、Get-Help command_name を実行して確認できま

す。

手順
1. Open-SmConnectionコマンドレットを使用して、指定のユーザでSnapCenter Serverとの接続セッショ

ンを開始します。

Open-smconnection  -SMSbaseurl
https:\\snapctr.demo.fujitsu.com:8146/

2. reseed-SmDagReplicaCopy コマンドレットを使用してデータベースを再シードします。

この例では、ホスト「mva-rx200.fujitsu.com」上のexecdbという名前のデータベースの失敗したコピー

を、そのホスト上の最新のバックアップを使用して再シードします。

reseed-SmDagReplicaCopy -ReplicaHost "mva-rx200.fujitsu.com"
-Database execdb

この例では、代替ホスト「mva-rx201.fujitsu.com.」上のデータベースの最新バックアップ（本番/コピ 

ー）を使用して、execdbという名前のデータベースの失敗したコピーを再シードします。

reseed-SmDagReplicaCopy -ReplicaHost "mva-rx200.fujitsu.com"
-Database  execdb -BackupHost "mva-rx201.fujitsu.com"

リストア処理を監視する
[Jobs]ページを使用して、SnapCenterの各リストア処理の進捗状況を監視できます。処理の進捗状況をチェ

ックして、処理が完了するタイミングや問題が発生していないかどうかを確認できます。

タスク概要

リストア後の状態によって、リストア処理後のリソースの状況と、追加で実行できるリストア操作がわか

ります。

[Jobs]ページでは、次のアイコンで処理の状態が示されます。

•
 実行中

• 完了

• 失敗

•
警告が表示されたか、警告が原因で起動できませんでした。
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• 検証

• キャンセル

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[Monitor]をクリックします。

2. [Monitor]ページで、[Jobs]をクリックします。

3. [Jobs]ページで、次の手順を実行します。

a. をクリックしてリストをフィルタリングし、リストア処理のみを表示します。

b. 開始日と終了日を指定します。

c. [Type]ドロップダウン リストから[Restore]を選択します。

d. [Status]ドロップダウン リストから、リストアのステータスを選択します。

e. [Apply]をクリックして、正常に完了した処理を表示します。

4. リストア ジョブを選択し、[Details]をクリックしてジョブの詳細を表示します。

5. [Job Details]ページで、[View logs]をクリックします。

[View logs]ボタンをクリックすると、選択した処理の詳細なログが表示されます。



ボリュームベースのリストア処理の完了後、バックアップ メタデータはSnapCenter

リポジトリから削除されますが、バックアップ カタログのエントリがSAP HANAのカ

タログに残ります。リストアジョブのステータスには  が表示されますが、ジョ

ブの詳細をクリックして、一部の子タスクの警告を確認する必要があります。警告

をクリックし、表示されたバックアップ カタログのエントリを手動で削除します。

Exchange データベースのリストア処理をキャンセ

ルします
キューに格納されているリストアジョブをキャンセルできます。

リストア処理をキャンセルするには、 SnapCenter 管理者またはジョブ所有者としてログインする必要があ

ります。

タスク概要

• キューに登録されたリストア処理は、 [Monitor]ページまたは[Activity]ペインからキャンセルできま

す。

• 実行中のリストア処理はキャンセルできません。

• SnapCenter GUI、 PowerShell コマンドレット、または CLI コマンドを使用して、キューに登録されたリ

ストア処理をキャンセルできます。
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• キャンセルできないリストア処理の場合、[Cancel Job] ボタンは使用できません。

• ロールの作成中に [ユーザ \ グループ] ページで[All members of this role can see and operating on

other members objects]を選択した場合、そのロールを使用している間に、他のメンバーのキューに登

録されているリストア処理をキャンセルできます。

手順

次のいずれかを実行します。

方法 アクション

[Monitor]ページ a. 左側のナビゲーション ペインで、[Monitor] >

[Jobs]をクリックします。

b. ジョブを選択して、[Cancel Job]をクリックし

ます。

[Activity]ペイン a. リストア処理が開始されたら、[Activity]ペイン

で　　　        をクリックして、最新の 5 つの

操作を表示します。

b. 操作を選択します。

c. [ジョブの詳細]ページで、[Cancel Job]をク

リックします。
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富⼠通は、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく⾏う権利を保有します。富
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登録商標
富⼠通、富⼠通ロゴ、ETERNUSは富⼠通の登録商標です。会社名、製品名等の固有名詞は、各社の商号、

商標または登録商標です。
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/storage/trademark/
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マニュアルの更新について
本書の最新版や本装置に関連する最新の情報は、以下のサイトで公開されています。

https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/storage/manual/

必要に応じてご使⽤モデルのマニュアルを参照してください。
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